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　まえがき　　この小論は，つぎのような構成をもつ。まず，1982年11月19日15時00～16時40に，一橋

大学社会科学古典資料センターで，第3回西洋社会科学占典資料講習会の一部分としておこなった・「社

会科学ドキュメンテーション1の講義を，録音テープによって，議論の一貫性・整合性唄いちじるしく

そこなわないかぎりで，補足説明をくわえて復原し，ついで，注記のかたちで，当日，輸送能力の不足

によって実物をしめすことができなかった文献，あるいは時間の不足によって言及できなかった文献に

ついての説明を追加する，，そのあとで，当日は若干の例をあげることしかできなかった1801年以降につ

いて，ややくわしく補足する。
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　社会科学ドキュメンテーションというきわめて一般的な題をつけたのは，なにをしゃべっても羊頭狗

肉といわれないようにという謀略なのですが，なにをおはなしするつもりかといいますと，レジュメと

もいえない簡単な箇条がきをしておきましたように，ぼくは社会思想史の研究者でありますので，まず

社会思想史の研究上，ビブリオグラフィーがどういう意味をもっているかということ，これが序論です。

それから，まだ書誌そのものにはいらないのですが，固有名詞についてです。固有名詞の発音，それを

かなになおすことは，図書館にも書誌にも，直接には関係がないでしょう。しかし，しばしば誤読が混

乱をうんでいるので，余談として申しあげておきます。そのつぎに，書誌の書誌，・書誌についての情報

ですね。それに匿名著者辞典。こういうものはご存じのこととおもいますが念のために。それから，18

世紀についての例示とかきましたのは，ここにもつてきましたr社会科学年表　第1巻’1401年一1750

年』1｝，これはここにおいでの方の大部分がまだお生れでない，いや出版はそれほど昔ではありませんが

1956年で（作業をはじめたのは1947年），出版した同文館がつぶれたために，中絶していました。で，

このあとをやるために，材料をあつめてきたのですけれど，じっさいにだすことになると，1751年から

やるよりも，18世紀全体をまとめる方がいいということに気がつきました。それで，この1701－1800年2〕

というのをつくったのですが，これをつくる過程でつかった書誌について，おはなししたい。それか

らさいごに，ここにはかきませんでしたが，いくつかのめずらしいビブリオについて，おはなしします。

（なおレジュメのおわりに1一（3）の例となっているのは，皿一（2）つまり18世紀のイギリスについての

例示ということのまちがいです）。

　さて，はじめにかえって，なぜ社会思想史の研究に書誌が，どういう書誌が，必要になるかといいま

すと，レジュメにかいておきましたようにまず原資料をさがすため，つまりリトロスペクティヴな作業

があります。社会思想史の原資料，原本といえば，たとえば，アダム・スミスの「国富論』とかホッブ

ズのrリヴァイアサン』とかなのですが，そういうものがあることは，もうわかっています。こういう

一流品はわかっていても，二流，三流品はわかっていないということが，書誌の必要を生む。あるいは

一流品についても，こまかくいえばいつ初版がでて，それがどのようにあとの版にうけつがれたか，あ

るいは変更されたか（出版禁止や削除や地下出版や注釈版など）とし・うことになれば，書誌が必要にな
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ります。ですけれども，ぼく自身の感じでいえば，原資料をさがすために書誌をつかうのは，大体二流，

三流のばあいです。

　このことは，書誌というものが，たとえばホッブズならホッブズの著作目録というだけではこまる，

ということを意味します。なるべく網をひろげたもの，できれば，イギリスをやっているんだったら，

ブリティシュ・ライブラリのカタログ全体をよみたいのです。もちろん，せいぜいのところひろいよみ

ですが，それも容易なことではありません。アダム・スミスの蔵書目録3｝をつくるときに，あれをかな

りよんだことがありまして，もちろん途中でいやになったこともありますが，けっこうだのしかったと

いう記憶もあります。で，そういうことのなかから，いままでしられていない，一流品とおもわれてい

ないものを，ひろいだすわけです。アダム・スミズに関係のある例でいいますと，親友のヒュームが死

んだとき，スミスは，遺言によって出版されたヒュームの自伝に，序文をかいたのですが，これが匿名

のパンフレットによって攻撃されました4）。ヒュームという人は，無神論者として非難されていまして，

そのためにエディンバラ大学の教授になれなかったほどなので，そのヒュームがやすらかに死んだなど

とかくアダム・スミスも，無神論者にちがいない，というわけです。ヒュームについてはジつぎのよう

な伝説があります。あるときかれが，エディンバラでぬかるみ一というより沼か池でしょう　　にお

ちて溺れそうになり，たすけをもとめると，女性が近づいてきて，名前をききました。「ディヴィド・ヒ

ュームです」「お前さんがあの無神論者ヒュームかい，たすけてもらいたかったら，そのまえにお祈りを

するんだね。それがいやなら死ぬがいいさ」「いいえ，おくさん，キリストは汝の敵を愛せよとおしえま

した。」この話は，ヒュームのウィットをしめすものであると同時に，とおりがかりの女性が，名前をき

いたとたんに無神論者とよぶほど，そういう人物として有名だったことを，しめすものといえます。

　攻撃のパンフレットをかいたのは，ジョージ・ホーンといって，あとで，ノリッジの司教になった人で，

当時はオクスフォードのvice・chancenorといいますから，副学長でしょうか。ところが，これに対して

ヒュームとスミスを擁護する，やはり匿名のパンフレットが出版されました5｝。著者はプラットといい，

国教会牧師，俳優，本屋というように職業をかえた人で，パンフレットをかいたころは，フリーの文筆

業者とでもいえるでしょう。それで，ホーンやプラットについて，スミスとヒュームについてのパンフ

レットだけでなく，ほかの著作をBしのカタログなどでしらべてみますと，プラットがr同感』6）という

ながい詩をかいて，これが10回以上も版をかさねている。r人間性』ηというのもあります。ホーンの方

も，「論集』8）　といってもオクスフォード大学での説教集ですが　　のなかにr市民政府の起源』とい

うのがあります。このうち，『人間性』というのは，みたこともありませんし，ほかのふたつも，まとも

に読んではいないので，おおきなことはいえないのですが，とにかく「同感」といえば，アダム・スミ

スの道徳哲学の中心概念です。ですから，それを読むとスミス解釈のあたらしい道がひらかれるかもし

れない。「かもしれない」というのは，そうでないかもしれない，読んでもむだかもしれない，というこ

とで，どうせ二流のうずもれた人物ですから，歴史上のこっていない。ほりだしてみなければわからな

い，ばくちみたいなものです。思想史の研究というのは，このばくちがたのしいんだ，といってしまえ

ばそれまでですが，ばくちばかりやっているわけではない。オーソドックスの訓練をやっていないと，

ばくちができないということもあります。とにかくそういうことで，小物をさがす。この，小物をさが

すということは，アメリカでよくあるように，いわゆる「独創的」な，人のやらない研究を奨励するた

めに，だれも手をつけない，つまらない人物（つまらないから手をつけない）についての，つまらない

研究を生んでしまうことにもなりますが，そういう危険があるにもかかわらず，ほりおこしをすすめる

必要はあるわけです9）。

　原典をほりだすための書誌というのは，いま申しあげたようなことなのですが，つぎは研究史をしる
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ための書誌です。じつはジいまのこと，つまりスミスに対する非難と弁護がすでにスミス研究史なので

すし，それからすすんで19世紀70年代のドイツになりますと，アダム・スミス問題というのがおこり

ます。こういうものをやはり，書誌的にたどっていかなければならない。しかしこれはたいへんむずか

しいことで，たとえばBしのカタログのアダム・スミスのところに，かれをとりあつかったすべての研

究がまとめてあるわけではない。第一，どこの国のナショナル・ライブラリでも，自国中心ですから，

外国の研究なんか二の次です。だから，さっきいったプラヅトのばあいのように，ぐうぜんの出会いに

よるしかないこともおおいのです。もちろん，すべてがぐうぜんにたよっているわけではなく，主題書

誌は主題が事件であろうと人物であろうと，それについての研究をふくむのがふつうです。

　三番目が，研究状況を現時的につかまえるための書誌ですが，これはなかなかむずかしい。といいま

すのは，研究の最先端は，書誌がでるまでには，さらに先にすすんでしまっている。まだ思想史のばあ

いはいいんで，理科系の人にききますと，だいたい，論文になったときはもうおそい，つまり研究はも

っとすすんでいる，だからプレプリントが勝負なんだということです。そのうちにプレプレプリントな

んていうのがでてくるんじゃないかと，ひやかしているんですが，それがプリントされ公刊されて，書

誌に採録され，書誌が公刊されてからでは，もう原文を利用する必要はないわけです（しかも，科学史

の対象としてはあたらしすぎるでしょう）。思想史のばあいは，それほどのことはありませんが，やはり

書誌としてでてきたときは，研究の最前線はもっと先にある。もちろん，あたらしい研究がいつもいち

ばんいいわけではありませんし，いまのように，業績点数主義が支配的になり，各大学が無審査掲載の

紀要をどんどんだすという状態では，時間的に最先端の研究が研究の最先端ではないのです。ぼくはそ

ういう抜刷をもらって，何回か，こんなものは活字にすべきではなかったとか，なんでも書けばいいっ

ていうもんじゃないとか，お礼状に書きそえたことがあります。

　しかし，書誌というものは，研究者にとっては，選択的であるよりは網羅的であることがありがたく，

へたな選択をされたら大事なものをとりにがすのではないかという，おそれがつねにあります。選択的

な書誌は，選択の規準が明示されていないとこまるのですが，それをすることはもう研究者の仕事なの

です。分類でさえも，ひとつの選択ですから，しばしば研究者にとっては，ありがた迷惑なのです。こ

．れについてはまたあとでのべます。

　で，書誌というものは，その性質上りトロスペクティヴになってしまい，現時的で網羅的な書誌を，

ほんとうの意味で現時的なものとしてつくることは，たいへんむずかしい。これはどうしても，出版目

録，入荷（小売店の）目録とか，あたらしい雑誌論文の脚注（これもすでにリトロスペクティヴ）とか

によらなければならないのですが，とくに雑誌論文からひきだすには研究者としての目が必要になりま

す。逆に，参照文献の注だけみて，それをつかった研究を判断する人もありまして，いくらかリスクは

ありますが，たとえば，この研究は，このあたらしい文献をつかっていないから，おくれているとか，

ふるい文献ぞも基礎的なものをつかっていないから，研究史をちゃんとフォローしていないとか，ある

いは，この段階の文献しかつかっていないから，水準もその程度だろうとか，判断するわけです。ぼく

の経験した例をあげますと，スミスの同時代にジェイムズ・アンダスンという人がいて，ある大学院学

生がその差額地代論を研究して論文を書きました。ところが，そのなかにアンダスンの伝記があって，

それをブレンタノによって書いているんです10｝。ブレンタノのどの本かは明記してないんですが，とに

かくもとがドイツ語ですから，アバディーン大学がUniversitat　zu　Aberdeen，ランズダウン侯爵が

Marquis　von　Lansdownとなっているのをそのまま，文中に挿入している。なぜDNBをつかわないか

ときさましたら，そんなものがあることをしらなかったというのです。イギリスの思想史をやるのに

DNBさえしらないとすれば，できあがった論文のレヴェルは大体判断がつきます。この話は，つかっ
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ている文献からその研究のレヴェルがわかるということですが，書誌的な仕事としては逆に，第一線の

研究業績のなかから，そこでつかわれている文献を，重要なものとしてひろっていくわけで，それがで

きない，ひろうべきものがなにもないならば，その研究は第一線のレヴェルではない，ということにな

るわけです。

　それからもうひとつ。1の（4）にはいります。これは，いままでおはなししたことと直接には関係がな

いのですが，本というのは思想が表現されたひとつの形態です。それが弾圧されることもあれば，ヒュ

ームのr人間本性論』のように印刷機から死んでうまれた，つまりまったく売れない，ということもあ

ります。逆にいえば，出版業者がどういう本をだすかが，ひとつの思想活動であるわけで，たとえば宗

教改革のときの出版なんかがそうでしょう。そうして，その本を誰がどうして買って読んだかというこ

とも，思想の需要・消費形態をあらわす。18世紀のスイスのバーゼルで，イギリスの本がたくさんでま

す11）。翻訳もありますが，原語のままのもあって，それがライン川をつかって，下流のドイツとフラン

スにながれこむわけです。たとえばヒュームのように，無神論者とされて，おそらくドィッやフランス

では弾圧されていた著書が，このルートで普及したということも考えられます。

　もうすこし微視的にいえば，出版者が著者をはげまし，あるいはこきつかい，つぶし，というようなこ

とがあるわけで，18世紀についてみますと，このころはちょうど，文筆業が職業としてなりたちはじめ

たので，職業的文筆業者，ジャーナリストあるいは売文業者といいましょうか，そういう知的商品生産

者がでてきました。かれらは，封建的な支配者のごきげんをうかがう必要がなくなったかわりに，金の

ため，生活のためにはなんでも書くようになります。ですから，ある問題について自分は賛成でも反対

でもうまく書く，どちらでも金をたくさんくれる側にくわわるといって，売りこむわけです。まだ大衆

的読者という市場がないので，封建的な支配者からは自由になったものの，政財界の有力者に，貨幣を

つうじてですが，従属しなければならないのです。

　こういう知的生産のありかたをしるために出版事情の研究が必要になってきます。日本ではなかなか

でてこないんですが，たとえば国際18世紀学会では，大会でしばしば，出版についての部会がつくられ

ますし，図書館関係の雑誌にそういう論文がでることもおおいようです12）。18世紀学会のエール大学で

の大会できいた話のなかに，オクスフォードのボドリァン・ライブラリの館長が，ローマ法王庁の禁

書目録を逆用して，そういう禁書をあつめた，というのがありました。権力によって消されようとする

ものをあつめたわけですから，われわれ後世の研究者にとってはたいへんありがたいことで，ナチスの

弾圧から社会主義文献をすくいだして，アムステルダムの社会史国際研究所の基礎をつくった，ポスト

フムスも，おなじようなことをしたわけで，おなじように研究対象になっていいはずです。戦後の日本

でいえば，『チャタレー夫人の恋人』の翻訳を図書館にいれる，というようなこともあります。そのま

えにも，発禁本はたくさんありますが，それを日本の図書館はどうしていたのでしょうか。

　ようするに，図書館のありかたもふくめて，本というものが，社会的にどういうかたちで生産され存

在したかということ，レジュメではこれにビブリオロジーなんてかってな名前をつけましたが，これは

ぼくがかってにこういっているだけなのでして，ビブリオグラフィーのグラフィーが表面的な叙述であ

るならば，ロジーはその構造の分析だ，という意味です。地理学がジオグラフィーで地質学がジオロジ

ーであるのに対応しているかもしれません。ただし，グラフィーとロジーには，それほど厳密な対照性

はないようですから，ビブリオロジーというのも，あまり根拠のしっかりした名称ではありません。そ

ういうものがあってもいいんじゃないか，というくらいでお考え下さい。
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　　る　（T．Pownall，η短。げ規加∫∫銘。’‘oηo∫’乃εβr薦鈎coloη’砥　5th　e（L，2vols．1工ondon　1774，　vo1．1，

　　p．171．Cf．」。　Dorfman，7乃θθcoηoηzゴ。漉ηd’η．4アηε7’c伽。ゴy∫1ゴ2媚。η1606－1865．　Vol．1，「New　York

　　1946，pp．205－6）．このことを考慮にいれると，スミスがr国富論』で首都移転説に言及したのは，合邦

　　論を否定するためのレトリックだったという，内田義彦説（r作品としての社会科学』1981年岩波書店）に

　　たいする疑問がでてくる。以上のことは，萩原正一「重商主義解体期における合邦論の意味一トマス・

　　パウヌルの場合一」（『経済科学』29－1）および「アダム・スミスの植民地論一政治思想との関連におい

　　て」（未発表）において指摘された。

10）西山久徳「差額地代論の研究』三日図書，昭和37年。

1i）　Cf．　Giles　Barber，　Toumeisen　of　Basle　and　the　publication　of　English　l）ooks　on廿1e　continent，　c，180α

　　五∫わ渚σりなσ　｛～μαπ8rリノ．肥レ’θw，　ser．5：15，1960，　pp．193－200．

12）　C£4η照σ1わ∫bl∫ogrβp海y　oノ擁ε海競αッ。∫醗e　p7∫所edわooκ磁（∫髄アσアゴεs．1970一．　The　Hague（Nijhoff）

　　1973一．

H

　以上は序論でありまして，本論にはいりますと，まず固有名詞をどうよむか，どうかなになおすか，

ということです。図書館ではなにもそういうことをする必要はないのですが，日常こまるわけです。ど

うせ，もとのとおりには表現できないのですが，できるだけ近づけようということで，これはぼくが学

生時代に，アダム・スミスの「グラーズゴウ大学講義』を訳していて，ラテン語を上原専禄さんにきき

にいったとき，固有名詞はできるだけ原発音に近くといわれたことを，まもっているだけです。まあ，

それがいちばん無難だとおもいます。プラトンもアリストテレスもキケロも，とにかく日本では，．諸外

国よりも原発音に近いかな表記になっています。プレイトー，アリストー』トル，シセロンといわれても，

誰のことかわからないでしょう。
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　しかし，原発音に近づけるのが無難だといっても，なかなかむずかしいんですね。とおい国はもちろ

ん，比較的近いところでもオランダな塩かこまります。さいわいぼくは戦争中にジャワで酒をのんでく

らしていましたので，日本帝国主義からぼくがひきだした唯一の利益として，オランダ語はすこしわか

るようになりました。それよりも，もっと近いところ，つまりぼくの専門であるはずのイギリスがこま

るのです。お手もとのコピーをみてください。そのままよめばチョルモンデリとなるのがあります。

Cholmondeleyですが，これはそこに発音記号でかきましたようにチャムリとよみます。つぎのChi－

sholmは，チスホルムでもチショルムでもなく，チザム。そのつぎのCirencesterは，サイレンセスタ

ーで，これはまっとうなのですが，ウースター・ソースのWorcesterも，その近くの地名のレスター

Leicesterも，そのほかも，すべてcesはスになるのに，このサイレンセスターだけがセスなのです。

　人名では，たとえばMalthus。これはふつうにマルサスといいますし，ぼくもそれでいいとおもいま

すが，ケインズはモールタスだといっていますP。ケインズは，理論的にもマルサスからヒントをえた

りして，関係がふかいので，かれの弟子たちは，モールタスとよぶのだそうです。このことをぼくにお

しえてくれたのは，グラーズゴウ大学のマクフィー教授です。まえのサイレンセスターは，バーミンガ

ム大学の中世社会史の教授，ロドニ・ヒルトンがおしえてくれました。もっとも，ケインズの影響は，

すくなくともマルサスのよみかたにかんするかぎり，しだいにおとろえているようで，BBCの発音辞典2）

ではマルサスです。

　つぎにストラーンStrahanというのがあります。この人は，アダム・スミスのr国富論』やギボンの

rローマ衰亡史』などをだした出版業者ですが，これはジョーンズの発音辞典にでていないんです。むず

かしい発音ではないということでしょうか。ところが，三省堂の「固有名詞英語発音辞典』3｝をみます

と，ストラーンとなっていて，BBCの発音辞典だとストローンとなっています。このくらいのちがいな

ら，エリザベスとイリザベスみたいなもので，どっちでもいいのですが，もうひとつ異説があります。

というのは，この人はスコットランド人（父親はエディンバラ大学の教授）で，もとはStrachanと書い

たのだそうです4｝。スコットランドのchはロッホ・ローモンドのホでおわかりのように，ドイツ語の発

音ですから，この名前もストラハンと，ハをつよく発音したにちがいありません。それが，ロンドンに

でてきて，スコットランドのいなか者とおもわれないために。をとったのでしょう。そのばあいに，よ

わいhの音をのこしたかどうかは，わかりませんが，とにかく原発音はストラハンで，それがストラー

ンやストローンに，かぎりなく近づいていったことは，まちがいありません。そうすると18世紀につ

いては，ストラハンとした方が，事実に近いようにおもわれます。

1人名が時代によってちがうように，地名が国によってちがうことがあります。これにはふたつのケー

スがあって，ひとつは，まったくおなじスペルで，発音がちがうばあい，もうひ、とつは，ある国の地名

を外国でスペルも発音もかえてしまうばあいです。’まえの例としてバーミンガム。これは，イギリスの

都市の名前としてはそのとおりなのですが，アメリカには，おなじスペルでバーミングハムとhを発音

する町があります。ところが，このちがいは，これまであげた三つの発音辞典にはでていないで，研究

社のr新英和辞典』にでています。

　ここまでは，固有名詞の原発音はなにか，ということでした。バーミンガムもバーミングハムも，そ

れぞれ原発音です。それをしらべるのに，イギリス，アメリカの資料はまえにあげましたし，地名につ

いても，いろいろな地名辞典がでています。ほかの国，たとえばドイツ，フランス，イタリアについて

は，つぎの発音辞典がおおくの固有名詞をふくんでいます。

　1）認θη．4π卿澱αo乃θwδr’8r伽爾．2．　Aufl．　Mannheim／Wien／Zurich（Duden　Verlag）1974．

　L．Warnant，　D∫6が。ηηαかθげθZαρroηoη6競’oη加ηfα∫∫a　3me　6d．　Gembloux（J。　Duculot）1968．
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（Noms　propres，　pp．419－654．）

B．Migliorini，　C．　Tagliavini，　P．　Fiorelli，αzめηαr∫04わ吻9ア幽εdlゆroη蹴z∫α．　Nuova　ed．，　Edizion量

Rai，1981．（Rai＝Radiotelevisione　Italiana，　Torino．）

　三つと．も，外国の固有名詞を原発音で収録していますが，フランスがその点いちばんルースで，どこ

の発音という表示がなく，その発音もしばしばフランス読みです。イタリアがいちばんしっかりしてい

て，たとえばデンマークの童話．一ほんとう』は子どもの読物ではないのですが一作家の名前で有名な

Andersenについては，フランスがただアンデルセン，ドイツがアンダゼン，デンマーク語でアネルセ

ンとしているのに対して，イタリアは，デンマーク，ノルウェー，ドイツの三つの発音をあげています。

おもしろいことに，ドイツ語発音の表示のしかたが，ドイツとイタリアではちがうのですが，ここでは

発音の話をしているのではありませんから，省略します。

　それよりも，ぼくがまえから疑問におもっているのは，オランダのvの発音で，ぼくがオランダ語を

ならったときは，ドイツ語のvに近かったのに，発音辞典ではドイツでもイタリアでも英語のvになっ

ています。戦後30年で発音がかわる，というようなことがありうるのでしょうか。ベルギー人にきい

たら，vをfのように（つまりドイツ流に）発音するのは，オランダなまりだといいました。そうだと

するとオランダのオランダ語は方言だということになります。

　地名の外国読みの例は，いくらでもあって，日本をジャパンとよぶようなものです。もちろんこうい

うのはよくしられているからいいのですが，ぼくがトリノのフォンダツィオネ・ルイジ・エイナウディ

ーこれはイタリア共和国の2代大統領の蔵書をもとにしてつくられた図書館です一にいたとき，イ

タリアででた書誌をみていたら，ドイツ語の本で，モナコ出版というのがありました。いくらカジノに

各国の人があつまっても，こんな専門的なドイツ語の本がモナコででるはずがないとおもって，しらべ

てみたところ，イタリアではミュンヒェンをモナコとよぶのだそうです。地中海岸の大公国もモナコで，

ふたつを区別する必要があるときは，モナコ・ディ・バヴィエラとイル・プリンチバト・モナコという

ことになります。

　おなじようなことは，オーストリアのヴィーンについてもあって，これはフランスではヴィエヌとよ

ばれますが，フランスにはローヌ川にそってリヨンの南にヴィエダという町があるんです。パリからヴ

ィーンにいくつもりで，駅でヴィエヌまでといって切符をかったところ，どう．も安すぎるのでしらべた

らフランスのヴィエヌ行だった，という話をききました。そのことをフランス人にはなしましたら，オ

ーストリアまでいかなくても，フランスのなかでもこまっているのだというのです。それは，パリから

ボルドーにいく途中のポワチエのある県がヴィエヌ直なので，区別する必要があれば後者をラ・ヴィエ

ヌといわなければならない，ということでした。

　このあたりになりますと，問題は図書館に直接に関係してきます。ミュンヘンででた本をモナコの本

屋に注文するということが，おこりうるからです。そんなことは丸善・紀伊国屋がやってくれるとお考

えになるかもしれませんが，そうやって他人まかせでかんたんに手にはいる本だけが，図書館にいれる

べき本なのではないのです。もしそうならば1図書館員は本の登録と貸出だけをやっていればいいわけ

です。とことんまでさがすとなれば，出版社；あるいは出版社所属国の本屋にたのまなければなりませ

ん。日本でもそうですが，小売店にたのんで，噛品切れという返事があった本が，出版社にのこっている

ことがめずらしくはありません。

　もうひとつ，地名をアイデンティファイする必要がおこるのは，ラテン．語名にであったときです。

Coloniaがドイツのケルンだということは，英語・フランス語でCologneとかくことから，おわかりで

しょうが，Coloniae　ad　Rhenum；　Colonia　Agrippinae；　Colo鍛ia　al．　Spre；　Colonia　Allobrogum；
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Colonia　Munatianaeとならべられたら，区別がつくでしょうか。はじめのふたつがケルン，それから

ベルリン，ジュネーヴ，バーゼルです。コロニアとはコロニーつまり集団居住地，植民地のことですか

ら，それをライン河畔の植民地，シュプレー河畔の植民地というように，区別してよんだのです。

　ケンブリジがCantabrigiae，オクスフォードがOxoniaeなんていうのは，すぐ想像がつきます。しか

し，オランダのように，国際関係が複雑だった国では，首府のDen　Haagは，オランダのなかでも’s－

Gravenhageという別名をもち，イギリスではThe　Hague，フランスではしa　Hayeと串ばれます。ラ

テン語だとHagae　BatavorumまたはHagae　Comitum。フランスのアンシャン・レジームで，出版統制

がきびしかったとき，フランス国内で出版できない本は，たいていオランダで出版されました。なかに

は，ロンドンで出版とタイトルページに書きながら，じつはフランス国内で印刷した，というような例

もありますが，ラ・エイ版のフランスの本をみたら，フランスらしい地名にもかかわらず，こういう事

情のもとに出版されたものだとご了解下さい．5）。

　ラ・エイがでてきたついでに，ヴィエヌのばあいのように，フランスのなかにもラ・エイという場所

があることをつけくわえておきましょう。ひとつはう・エイ・デカルトといって，ポワチエとトゥール

のあいだにあり，これはもう名前からおわかりのように，デカルトがうまれたラ・エイです。デカルト

はオランダと縁がふかいのですが，オランダうまれではありません。もうひとつはう・エイ・デュ・ピ

ュイLa　Haye　du・Puitsで，シェルブール港のある半島にあります。もちろん，ヴィエヌのばあいとおな

じく，こういう僻地で本がでることはあまりないので，書誌のなかでの混乱は，モナコほどではないで

しょう。

　地名よりもやっかいなのは，人名です。たとえば，シャーフッベリというイギリスの哲学者がいます。

これはシャーフツベリ伯爵で，1代目は政治家，3代目は哲学者，7代目は社会改良家で，みんなAn－

thony　Ashley　Cooperというのですが，問題は3人とも同名だから区別しなければならないというこ

とよりも，いったいどこまでが姓なのか，ということです。つまり，図書カードにどう書くかというこ

とです。この例でいえば，姓がクーパーで，貴族としての称号とでもいうものがシャーフツベリ伯爵，

と考えるのがふつうでしょう。アンソニ・アシュリとクリスチャン・ネームがふたつあることは，めず

らしくはない。ところが，初代シャーフツベリ伯は，．そのまえに初代アシュリ男爵，ロード・アシュリ

であった． ﾌです。じつは，この人，ジョン・クーパーとアン・アシュリの子で，両方の姓をとってアシ

ュリ・クーパーと名のったようです。しかし，DNBにはクーパーで記載されています。

　アシュリでもクーパーでもシャーフツベリでも，まちがいではないということになるのでしょうか。

おなじようにして，Kames，　Henry　Home，　Lordという名前もやっかいです。まずHomeの読みかた

ですが，これはホームではなくヒュームです。すこしまえのイギリスの保守党の政治家に，おなじ名前

の人がいました。哲学者のヒュームはHumeと書きますが，おなじ家系に属します。このヒュームは，

いとこのJo加Homeと，家名のつづり層について論争したあげく，くじびきでどっちかにきめようと提

案しました。ジョン・ヒュームのこたえはつぎのようなものでした。「哲学者君，まったくとんでもな

い提案だよ。というのは，もし君がまければ，君は君自身の名前をとることになり，もしぼくがまけれ

ば，ぼくは他人の名前をもらうことになるからだ。」6）

　さて，ケイムズにもどって，このKames，　Henry　Home，　Lord．という書きかたをみてHenry　Home

Kamesという人が，ロードの称号をもっていた，とおもってもよさそうです。しかし，いま種あかしを

半分してしまったようにヒュームが家名なのです。つまり，ヘンリ・ヒュームという．人が，ロード・ケ

イムズという称号を与えられたのです。だから，ヘンリ・ヒュームかロード・ケイムズか，どちらかで

なければならないので，はじめにあげた記載のしかたは，たいへん誤解を生みやすいし，まちがいだと

一8一



いってもいいでしょう。ぼくは，Kames，　Lord；Henry　Home．と書けばいいのではないかと，おもって

います。

　イギリス以外でも，もちろん同様な問題はあるのですが，ドイツでは，家名と称号のくいちがいはあ

まりなく，フランスの方がはるかにおおいようです。これは，フランスの爵位が売買の対象であったこ

とと1関係があるのかもしれません。イタリア，ポルトガル，スペインについても，著者名のうちのど

れが家名であるかについては，慎重な取りあつかいが必要です。ポルトガルのナショナル・ビブリオグ

ラフィーが，ふたつとも姓ではなくクリスチャン・ネームで排列しているのはη，姓の確認がめんどう

だからではないでしょうか。

　フランスではクリスチャン・ネームをたくさんつける風習があるらしく，たとえばCharles・Genevi合ve・

Louis・Auguste・Andr6－Timoth66　d’Eon　de　Beaumontというように，六つもっけられた人がいます。こ

んなにおおいと，ハイフンでつないでおかないと区別がつかないわけで，ここにハイフンをつかうのは

フランスだけです。

　それで，フランスの例をいくつかあげますと、一番まちがいがおおいのはヴォルテールでしょう。こ

れは称号というわけではなく，ペンネームなのですが，本名はFrangois　Marie　Arouetで，　Arouetが

家名です。だから本名を書けばF．・M．Arouetとなり，ペンネームなら・Voltaireだけでイニシャルな

し。F．　M．　A．　Voltaireはまちがいです。同時代のモンテスキューは，モンテスキュー男爵一正確には

ラ・ブレードとモンテスキューというふたつの領地をもった男爵ですが，一方だけでよんでもまちがい

ではない　　で，家名はスゴンダSecondatといいます。　Charles－Louis　de　Secondatという人がbaron

de　La　Brさde　et　de　Montesquieuなのです。ドルバックのばあいは，日本ではドルバックといいます

がbaron　d’Holbachですからオルバック男爵で，本名はPaul・Henri　Dietrichです。ドイツ人だから

Paul　Heinrich　DietrichだったわけでDietrichをフランス流にThirryとかくこともあります。母がヤ

コベア・ホ．ルバッハで，母方の伯父がかれをたすけ，かれは伯父の財産と称号を相続してオルバック男

爵になったので，その意味ではPaul　Thirry　d’Holb　achでも，まちがいとはいえませんが，ふつうは本

名か称号かどっちかを書きます。したがって，あとでおはなしするシオラネスクの書誌がPaul・Henri・

Dietrichとしているのは，ハイフンがひとつ余計だζいうことになります。

　教育論で有名なLa　Chalotaisは，イギリス訳も日本訳も，ラ・シャロテとなっていますが，正確には

Reh6－Louis　de　Caradeuc　de　la　Chalotaisで，ビブリオテク・ナシオナールのカタログは，カラドゥク・

ドゥ・ラ・シャロテとなっています。ところが，シオラネスクは，これをラ・シャロテでだしておきな

がら，F61ix－Sixte・Marie　de　Caradeuc　de　KeranroyはCaradeucでだしているので．す。後者は1750年

代はじめの三つの著作がわかっているだけなめですが，ふたりは兄弟なのではないかとおもいます。

　おなじような例が，コンディヤックとマブリです。Gabriel　Bonnot　de　Maりly（1707－1785）と

Etienne　Bonnot　de　Condillac（1714－1780）をならべてかけば，すぐおわかりのように，ボノという

共通の名前が家名で，ふ．たりは兄弟なのです。父はグルノーブルに住んでいた法服貴族noblesse　de　robe

で，この地位をブルジョアが金で買って官僚機構にはいりこむことは，よくおこなわれていましたから，

父か藤代かまえのボノ家の主人がブルジョアであったのだと考えていいでしょう。そのボノ家のエテ・イ

エンヌに，コンディヤックという名前がついたのは，父が近くのコンディヤヅクという領地を買い，エ

ティエンヌがそれを相続したからで，もとの領地がマブリです。ガブリエルのほかに，リヨンで官吏を

していた長兄もJean　Bonnot　de　Mablyです。このことから逆にラ・シャロテのばあいを推測します

と，カラドゥク家の兄弟が，ふたつの領地をそれぞれ相続したのだと，考えることができます。
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　こういう人たちを，図書カードにどう書いたらいいのでしょうか。BonnotでだすかCondmacでだす

か。目録法の本には，たいてい有名な方でだせと書いてありますから，このばあいはCondillacでしょ

う。しかしどっちが有名かきめかねることもあります。注意しなければならないのは，Condil母。とした

ばあいも，Condillac，　E，　B．　deとしてはならないということです。家名をイニシャルでだすことはあり

えないでしょうから，Condmac，　E．　Bonnot　deとなります。こうしておけば，他のカタログではBonnot

ででていることもありうるという意味ですから，注意ぶかい読者は両方をさがすでしょう。こういう例

は，ほかにもたくさんあって，フォルポネは，クレスではForbonnaisででていますが，ゴールドスミス

ではVeron　Duverger　de　Forbonnais，　F．です。　Veron　de　Forbonnaisという書きかたもあります。ど

れかがまちがいだというなら，話はかんたんですが，どれもただしいのでこまるのです。領地名のまえ

の家名をイニ・シャルだけでだしているのは，日本ではかなりあるのではないかとおもうのですが，どう

でしょうか。全部をフルネームにしておけば安全です。

　もうひとつの問題は，おなじ名前のつづりが，国によってちがうということです。むかし，学生時代

にプロトニコフという人が書いたイギリス重商主義の研究を翻訳で読んだことがありますが，訳者がイ

ギリスのことをまったくしらないで翻訳するという勇敢な人であったために，ジェイムズ1世がヤコブ

1世になっていました。こういうのは，前後の関係で想像がっくからいいのですが，Stephan　Bauerと

いうドィッ人が，フランス語で書いたり，ドイツ語の著作がフランス語に訳されたりしたばあいに，

Stephanがフランス名のEtienne，（ハンガリー語ならIstvan）になってしまうと，図書カードの位置が

まるでちがいますから，Bauer，　Stephanだけをひいたのでは，検索できないわけです。

　ドイツ人の名前のKar1は，イギリスでもラテン系諸国でも，みんなCになります。チャールズ，シャ

ルル，カルロ，カルロスというように。しかしオーストリアの経済学者カール・メンガーは，ドイツ’語

で書いたのにCarlです。ケネーの弟子でもあったバーゲン伯カール・フリードリヒも，　Carlですが，

ときどきKarlと書かれています。　SociaHsmusがSozialismusになるように，ドイツ語化すればCはきえ

ていくのですが，おなじドイツ語圏でもオーストリアではCがあとまでのこったらしく，メンガーがCar1

に固執したのは，かれの反ドイツ感情によるものだともいわれています。

　したがって，かれのばあいは特殊な例としておぼえておけばよく，Karl　Mengerと書かれていたら，

ドイツ流の誤記とみなす，ということでいいのですが，ただこまったことに，かれの息子がKarl　Menger

なのです。息子は数学者で，経済学の著作はないとおもうので，混同の心配はなさそうですが，境界領

域あたりでは発生するかもしれません。『私法公法雑誌』Zε漉。加鍍揖7dα5ρアかα’一転dδが診η漉訥θ∫

Rθ6舵，Bd．14，　Wien　1887に掲載されたKarl　Menger，　Zur　Kritik　der　politischen　Oekonomieという

書評論文は，時期的に息子がうまれるまえですから，Cari　Mengerのものと推定されます。ヴィーンで

さえ，こういう誤記ないし誤植が発生した，ということです9）。

　人名の話はこれでやめますが，さいごにひとつ。外国の人名のかな表記にあたって，よく日本の西洋

人名辞典が典拠としてつかわれるのですが，これはそれほど信用できるものではないのです。固有名詞

の発音だけでなく，人物のえらびかたも，それについての記述も，日本の西洋人名辞典の水準は，かな

りひくいので，もしそれによらなければならないなら，複数の辞典をくらべてみるべきでしょう10も

　人名がないばあい，というのは匿名の著者のことですが，これをどうやってさがしだすかとなると，

イギリス，フランス，ドイツ，イタリアで，それぞれの国の匿名著者辞典があり，改訂版やリプリント

がでていることは，こぞんじのとおりです11）。そういうものによらなくても，National　Union　Catalog

は，カヴァレジがおおきいので，かなりつかえます。しかし，数年まえに広島大学で，匿名の著書を匿

名のままでカタログしているという例にぶつかりました。これだと，ヒュームのr人間本性論』が，ヒュー
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ムのカードにはでないことになります6タイトルでさがせばいいじゃないかというのかもしれませんが，

子どもの図書館ならそれでいいでしょう。われわれはまず著者でさがします12）。

　匿名著者辞典というのは，ようするに推定　　なかにはちゃんとした証拠がある本もありますが一

ですから，あとからの研究で定説がかわることもあるわけです。たとえば18世紀のイギリスに，『ジュ

ニアスの手紙』という匿名の政治評論がありまして，この著者がだれかということについて，推理小説

なみの研究がつづいていますユ3）。

　もうひとつ例をあげるとホッブズですが，かれの死後にでた7漉αア’（ガ酌θ’0アた，W肋αd∫30微ア3θ．

oプ統θZαw80∫翫g毎ηd，　London　1681という本があります。このうち，「イングランド法論」は，か

れ自身の著作で，初版ですが，「修辞術」の方は，1651年にかれが出版したアリストテレスのr修辞術』

　　ぐの抄訳．4わrf⑳（ガ漉θαπ（ガ漉θ’o吻yθと，フェソナーによるタラエウスの『修辞術』の訳の一回

分をあわせたもので，後者は，η～θαπ0デ漉ε∫0漉κρZ伽リノ∫ε’ノb融・一βア跣0・刀bわるθ3．．．とい

うタイトル・ページがついています（p．135）ので，1951年にタラエウスのものであることが発見され

るまで，ホッブズのものとされていました14）。これも，研究の発展によって，著者についての推定がか

わっていく例です15｝。

　以上で著者名についての説明はおわって，書誌の説明にはいりますが，これは一般的な序論のあとで，

18世紀ヨーロッパを中心におはなししましょう。

　1）　」．M．　Keynes，　E’卿ア8功わfogη助ア，　new　editio皿．．．ed．　by　Geoffrey　Keynes．1951．熊谷尚夫・大野忠男

　　訳r人物評伝』岩波現代叢書，1959年，p．75。

　2）　G．M．　MHIe1，、8βCρzo濯。鰯。’η8　d観lb旧り。∫β7’∫幼ησ溺ε鼠0．　U．　P．197L

　3）大塚高信・寿岳文章・菊野六夫共編『固有名詞英語発音辞典』三省堂1969年。英語以外の発音は，「外国

　　　音を英語流に転窮」したというので，つかいものにならない。

　4）　J，A．　Cochrane，1）乱　」∂乃η∫oη18ρ7ゴ鷹θκ’乃ε1乖。デ躍∫〃勿η1∫∫π漉ση．　London　1964．

　5）　C£R．A．　Peddie，、F7αcε朋η2θε’π伽ρ7山鼠．4π’η4εκ∫o∫乃θ加∫功侃d　o’々θ71bηπ3麗3θd．oη漉1θρσ81鳳

　　　London　1932，　repub1玉shed　Detloit　1968．ただしGravenhage（S’）は，’s－Gla》enhageのまちがい。

　6）　E．C．　Mossner，7物θ’塘。ア加y∫d働ηzθ，　Edillbu訂gh＆London　1954，　reprinted　i　970　by　O．U．P．，　p．276．

　7）　D。Barわosa　Machado，β∫砺。酌εcσ1雄”σησ乃∫3∫oア醜，　cr”‘cα，θcroηo’081α盈．4vols．　Lisboa　1741－59．1．　F．

　　da　Silva，　P∫cc‘oηαrjo　わ’わ1わ9漉ρ乃∫co　ρor飯8祝θエ　　22　vols．　Lisもoa　1858－1923．

8）G．Sch6nberg，肋ηd伽碗dθ7ρo’ゴ’∫80舵η0θん。ηα漉の書評Q

9）正字法が確立されていなかったのだから，CでもKでもいいのだ，という説がある。しかし，もともと，

　　　ドイツ語にはCがなく，ラテン系言語には．Kがなかったのだ。

10）　たとえば，『岩波西洋人名辞典』（1956年，増補版1981年）についてみると，オランダのレイデンがライ

　　デン，デン・ハーフがハーグ，ゴドウィンの小説の題名「ケイレブ」がカレブとなっているだけではなく，

　　　アダム・スミスが1748年に教職についた（冬期の公開講義をおこなったにすぎない）とか，アダム・ファ

　　　ーガスンがエディンバラ大学でヒュームの後任者となる（ヒュームは大学教授になろうとしたがなれなか

　　　つた）とかいう記述があり，とくにヒュームについては，ヒュームの項には大学教授になれなかったと書

　　　いてあるのだから，内部不統一である。プリーストリが自然科学的業績だけで評価され，アニー・ベサン

　　　トが「マルサスの人口論を宣伝」したとされる（マルサスの人口論にもとづいて産児制限を宣伝した）の

　　　も，見解の相違で片づけられることではないだろう。このべサントの項目からは，女性解放運動への貢献

　　　はまったく読みとれない。ストープスもパンクハ．』ストもないという選択規準に対応しているといえよう。

　　　ただし，凡例のVIのなかの写音のリストは便利である。

．11）イギリスーSamuel　Halkett　and　John　Laing，D観め㎎アγo！伽。ηアη20鰐研dρ3碑40η〃20〃∫Eπg励1’∫ε7σ飯7a

　　New　and　enlarged　edit三〇n　by　James　K：ennedy，　W．　A．　Smith　and　A．　F．　Johnson．7vols．　Edinburgh　and

　　London（0翌iver　and　Boyd）1926－1934，　VoL　8，1900－1950　by　Dennis　E．　Rhodes　and　Anna　E．　C　Simoni，
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1956．［1st　edition，　Halkett　and　Lahlg，！4　dた”oηαり20ア漉eσηoの2η20μ3ση（ノρ3επdoηア〃20配31ゴ，ε㎎如rθoア

σ7θρ’βア勧∫η．4vols．　Edinl）urgh　1882－1888．】3rd　ed．，　London（Longman）1980　ff，

ドイツーMichael　Hdzmann　und　Hanns　Bohatta，1）εμ’3c舵3．4ηoηア1ηθη・Lθx認。η1501－1850．、4ω3　deη

g〃θ11θ鴛わατアわθ∫’θ’，6Bde．　Weimar（Gesellschaft　der　Bibliophilen）1902．　Bd．7，1501樋926，　Nachtr註ge　und

Berichtigungen，　Weimar　1928。　Reprografischer　Nachdruck，7Bde．，　Hildesheim（Georg　Olms）1961．

M・H・1・m・n・・nd．． g・B・h・tt・，　D・μ働・・P8・痂卿・・一L蝋・η．　Wi・h　und　L・ip・ig（Ak・d・mis・h・・V・・1・g）

1906．Nachdruck，　Hildesheim（G．　Olms）1961．

フランスーJ．．M．　Querard，ム635㍑ρ四割θ海6∫〃”6耀かε8（だッ切76θ乱　（読τ陀厚ε（1θ3　面zか。’〃8加〃ρ4～848’o配’θ

’iEμ70peσ厩3θ駅）撹d（勧f863∫0雄dθ∫σησ卿脚脚θ3，　dθ8競6ア0η遡θ∫，　dθ3　C’ツρ’0η遡θ∫，　dθ∫’η漉1碑e3，

dε3ηo贋3’漉6駕かθ3dε3ρ∫ε副。ηア醒θ＄知。甜θ㍑x　oπわ∫zα〃θ3，θ’o．　Seconde　6dition，　consid6rablement　aug－

ment6e，　pubh6e　par　M．　Gustave　Brunet　et　Pierre　Jannet．　Suive　le，　du　dictionnaire　des　ouvrages　anonymes

par　Ant．一Alex．　Barbier，　troisi6me　6dition，　revue　et　augment66　par　M．　Olivier　Barbier，．．，2e，　d’une　table

g6n6rale．des　noms　r6els　des　ebrivains　anonymes　et　pseudonymes　cit6s　dans　les　deux　ouvrages．7．　vols．

Paris（Paul　Da笛ns）186．9－79，一これはケラールとバルビエのつぎのふたつの辞典をあわせたもので．，

さいこのtable　g6n6raleは出版されなかった。Lθ∫．認ρθro乃θr’ε∫1漉6㎎∫rθ8磁yo磁θ8，　par　J。一M．　Querard，

1。6dn．1847－53，2．6dn．1865（Vblコのみ），3，6dn．1869－70（上記タイトルでは，これが2版となっ

ている）◎Lθd納めπ醜ガ7θdθ30πり㎎θ3απoηア1ηε3de　A．一A．　Barbier．1．6dn．1806－1809，2．6dn．1822－

27，3．6dn．1872－79（Louis　Manne，ハb㍑レε卿d’α’oηηαかε（ノθ30㍑レπzgθ3αηoηア脚θ∫ε’ρsεμdoηアアπθ乱1．

6dn．1834，3．6dn．　Lyon　1868．を吸収）。

バルビエだけ独立の版（Paris，　F6choz）もあり，リプリントも，ケラールはParis（Maisonneuve＆Larose）

1964，バルビエはHildesheim（01ms）1963．つぎのふたつはケラール，バルビエへの補遺である。

Pierre－Gustave　Brunet，　D∫αfoη敵ガァε（1θ30麗y㎎9θ∫伽。ηア襯θ3，　s〃か∫（」θ∫3ゆεκぬεr∫ε∫1漉6ηガrθ∫（」6yo磁e乱

3μρρ16醒θ鷹（」θ．勉（1θrη’27θ6伽．dεoθ∫dθ翻x　oπりmgθ＆Paris（F6choz）1889．　Repr．　Paris（Maisonneuve＆

1’arose）1964．

Henry　Celani，　Additions　et　corrections　au　Dictionnaire　des　Anonymqs　de　Barbier．　Rε曜θd83β’わ”o漉θg麗θ∫

1901，tom．11．

イタリアーGaetano　Melzi，1）縦。ησ7’o　d’ρρε7θ召ηoη伽θερ8θ㍑doη伽ε（1∫3cアゴ，∫or，，∫o伽〃，，　o　oo襯θc加∫む

σレεπガrθ伽’oηεα〃々σ1勿．Milano（Pirole）1848－59．3vols．　Repr．　New　York（B．　Franklin）1960．

0．Giaπψattista　Passano，1）ぽ2’oη〃7昌。漉oρ87θ4ηρ〃伽88ρ3αげ40η加2θ功躍ρρセ〃28〃砂4g〃θ〃04，0．〃診々ま

Ancona（Morelli）1887．　Repr．　New　York（B．　Franklin）1960．

E．Rocco，5セρp’e〃3θη’oπ’〃2Zz’εα’1セ3躍ηo．　Napoli（Chiurazzi）1＄88．

ジェジュイット教団一Carlos　Sommervogel，　D’c’∫oηησ’アe3　dε∫側y燭9ε∫αηoηア配ε∫θ’ρ3επ｛1bηア配ε3ρμわ1’68

ρσアdθ8アε”9∫θπx　dθ吻　Cbη2ρα9η∫θ｛1θ」63配3　dερμ’∫5ヒz　lbη伽∫わηノ諺∫己7麗箆η03／o〃73」Paris（Societ6　Biblio－

graphique）1884．

その他の国については，E．　P．　Sheehy　et　aL，σ曜θ☆）ア醜アθηoθ3わ。欲乱9th　edition，　Chicago　1976，AA134－

AA177gをみよ。ただし，くわしくはそれぞれの国の参考図書ガイドを参照することが必要である。

著者名をかくすほかに，虚偽の出版地名，出版者名をつかうことがある。そういう地名，人名については
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タP．一G．Bmnet，伽ρr伽（翅r∫伽躍gfησ’re∫θ’励アρかθ∫3麗ρρ036∫．　E魏dθわ’b”08曲面σμθ，認∫y∫e（ゴeアεcんθκぬθ3

認アσε4θ’σμθ80μり昭ge3∫〃凄ρr∫η263αりθc　4θ∫加（海6σ故）η∫！たオかε∫dθ∫’ゴeπxα4σレθc　dθ3面∫θ83肋8初’ゴ2アθ3」Paris

（Tross）1866．　Repr．　New　York（B．　Franklin）1963．

E．0．Weller，　D’θル’3cぬεημη（∫」庁㎎か’θπD膨。κoπa　Rθρεπor如η霧（」εr∫e”酢1『η磁η8｛ノθアβμoh（」削c1ヒθ沈〃η3’

槻’θrル1∫c舵rF加ησθr8c屠εηθηθη（1ε班㏄ぬθη，’漉召’ηゴ3c乃θη朔dノ｝αηzδ∫’∫c海θη翫加麓θη．2te　verm．　u．　verb．

Aun．2Bde，，　Leipzig（W，　Engelmann）1864．

M．Parenti，　D彪わπσr∫o（1e∫’麗09履d’3∫αη2ρσル’8’，．　fηレθη’αr’o認ρρ03∫∫∫ηoρε7ε（」’σ漉。〃eかη磁’ω7∫磁1∫αη’，

co朋肋ρρθ纏。θ認磁吻’α‘：伽1吻，”θππε㎎9め鋭1騰’1㍑09捌忽伽π’魏’∫σ〃セ∫’αり，　o’π加1む，吻粥。〃

∫∫槻π’θ砿　Firenze　（Sansoni）　1951．
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玉2）　どういうことか，女性にかんする書誌は，題名による排列がおおい。たとえば，お茶の水女子大学女性文

　　化資料館編『お茶の水女子大学女性文化資料館文献資料所蔵目録』1・2，1977，1979年；内野久美子編著

　　r日本女性研究基礎文献目録』学陽書房，1981年。さらに『国立婦人教育会館所蔵図書目録』（第1編，第

　　2編，1982年）にいたっては，．著者名と書名の並用で，しかも重出をしていないため，事実上は「順序不

　　同」である。単一著者だけが著者として，他はすべて（共著者，訳者，編者）書名で，排列されているの

　　かともおもうが，その原則も一貫しているわけではなく，なんの説明もない。『書誌索引展望』Vol．6，

　　No．4，1982，11の座談会「女性関係書誌をめぐって」には，学生や入門者がっカ〉うためには，内野のや

　　　りかたの方がいいという意見がある（p．37）。研究がその段階にあることを意味するのかもしれない。

13）　F．Cordasco，．4」諺η勉3うあ’め8mρ乃アw’漉σρ7θ’吻菰ησリノε∬の，　oη功θρo’ゴ≠あσ，わ40㎏γoκπ4，就，απ（1ゼε班∫芝γ。

　　New　York（Bult　Franklin）19亭9．　C£」．　M．　Maclean，　Rεw躍d’83θcoη伽り7．7物ε’旋。ノσρoZ昌昌’σdりθη’πアθr

　　σηdση∫ηgπめノ加如訪εη3ア3’θア’θ30∫7諺π勉皿’London（Hodder　and　Stoughton）1963．

14）　W．S．　Howe且，」Lo8たσηd　r海αoア∫c∫ηE㎎Z2嘱1500－170αPrinceton　U．P．1956，τeissued　by　Russel互＆

　　RusseH，　New　York　1961，　pp．279，384－5．なお，タラエウスの著作とされる部分の例文のなかにピュ

　　アリタンが登場しているので，忠実な翻訳であるかどうかは，疑問であるが，そのことはホッブズの著作

　　であるという証拠にはならない。

15）　イギリス思想史のなかから，この種の例を追加しておこう。

　　1．跣εd∫500κ73θo∫∫舵co〃τ趨。ηwαz1という本が，1581年に，　W．　S．という匿名で出版され，今世紀

　　　初めに，ラモンドによって，著者はジョン・ヒューズであることが主張された。これがほぼ定説化した

　　　．のだが，アンウィンの疑問にもとつくヒューズの研究によって，ふたたびトマス・スミス説が有力にな

　　　つた。Edward　Hughes，　The　authorship　of　the‘‘The　discourse　of　tbe　commonwea1．”、8μ〃θ’∫ηoノ孟海θ

　　　Jo伽RアZσπゴ3　L’bm伊Vo1．21，　No．1，　Apr丑1937．邦訳（出口勇蔵監修『近世ヒューマニズムの経

　　　済思想』有斐閣，昭和32年）pp．172－194．は，いずれとも決定しがたいという。

　　2．アダム・スミスが1753年6月13日から1757年6月13日までの間に，セネカ論をかいたと，ヒッグ

　　　ズが，『経済学書誌』で主張し，天野敬太郎の『古典学派書誌』もこれを承認しているが，ヴィクトリア

　　　（オーストラリア）公共図書館が1923年に購入していたことがわかり，それを調べた結果，スミスのも

　　　のではないと確認された・J．A．　La　Nauze，　A　manusc・ipt　attributed　to　Adam　Smith．挽。ηo編・

　　　ノ∂ε4rη21，　1945．

　　3．．4η屠∫’07娩Zε鋤ア。η’乃θEηg1納coπ3’海’わπLondon　1771という匿名出版物は，D．N．および

　　　かなり多くの図書館（たとえばスコットランド・ナショナル・ライブラリ）のカタログでは，アラン・

　　　ラムジーの著作とされている。しかし，バタフィールドその他による疑義が，今日では承認されるにい

　　　たった。H．　Butterfield，　Gθoκgθ皿Lor（」湖。ア漉σπd∫加pθoρ’θ1779－178αLondon　1949，　p．349．

　　　A．Smart，　Z馳ε’喰σπdαπo∫．4〃σηRαη2sαア．　London　1952，　p．141，

　書誌の書誌と人名辞典について，かんたんにおはなしします。

　書誌の書誌というと，2種類のものが考えられます。ひとつは文字どおりの書誌の書誌でiベスタマ

ンなどの本ですが，もうひ．とつは参考図書ガイド・ブックです。後者つまりRefbrence　Guidebook

はしばしば，書誌をあげるべきところで，入門書や概説書をあげているので，そのかぎりではっかいも

のになりません。つぎにあげるガイド・ブックは，すべてそういう傾向がありますが，経済学の主要

文献としてr国富論』からr一般理論』までの数冊があげられているのをみるために，こういう本を読

む経済学の研究者はいないのです。

　G．A．　Burrington，、伍）w∫oノΣηd　oπ∫αゐ。躍漉θ30c颪α」5c’θηo診＆Oxfbrd，　New　York，　etc．（Pergamon）

1975．、

　T．Freides，　L∫’θアα’μrθα屈わ’わ」わg㎎助ア。プ漉θ30c彪130∫θηoθ乱h）s　Angeles（Melville）1973．
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　P．R．　Lewis，翫θZ∫’θ廻’初アθo∫漉θ30c毎18cたηcθ乱］k）ndon（The　Library　Association）196q

　NRobe丘s（ed．），ζ心θoゾ30c翅∫6’θπoθ31∫∫θ配」物7a　London・Bost6n（Butterworths）1977．

　この問題はおそらく，専門家が，一方で自分の専門領域をほりさげていきながら，他方で視野を他の

領域にひろげ七いくばあいの，バランスのとりかたに関係するとおもいますが，視野をひろげるばあい

も，まったくのしろうととして初歩からはいることはないでしょうから，入門書や概説書のリストで満

足する人はいないとおもいます。

　ウィンチェルをもとにしたシーハイのσ〃ガ6如意⑳r朋0θう00総になりますと，そういうむだはす

くなくなっていますが，それでもしばしば，書誌または書誌の書誌のかわりに，入門書や通史をあげて，

それらが書誌としてどうつかえるかに，まったくふれていません。辞典をあげるのは，その項目のそれ

ぞれに参考文献がでているならば，意味があるのですが，たとえば鹿島のr社会科学大事典』は，いっさ

いそういうものを省略しているので（ほかにもおなじような辞典はあります），このばあいには意味がな

いのです。

　つぎの三つのうち，ドイツの方はまだいいのですが，フランスはふたつとも，いまいったようなむだ

がおおすぎます。二番目の本の経済学の項をみますと，34ページのうちで，書誌や辞典があげられてい

るのは5ページ半にすぎません。こういう本で，サミュエルスンやマルクスの主著をおしえてもらって

も，しかたがないのです。

　W．Totok，　R．　Weitze1，　K．　H．　Weimann，．肋η励π凶dθrわ∫わ1わgmρhゴ∫訥θη翫訥∫6物8wθ沈a　1953；

Dritte　erweite丘e，　v611ig　neu　bearbeitete　AuHage．　Frank蝕貢a．M．（Kloste㎜an）1966．

　L．一N．Malclさs，　Lθ550πκθ3吻かηレα躍わゴわ1’og泥αρ配q甑　3　tomes　1950－58，　r6impression　Geneve

（Droz）1965．

　Louise－Noεne　Malcles，ル血鰍θ14θわ」わ1ゴog㎎助fa　Paris（PUF）1963．

　書誌の書誌となれば，さすがによけいなものははいっていません。いちばん有名なのはベスタマンの

「書誌の世界書誌』Pですが，これの初版は，あきれたことに自費出版なんですね。第2次大戦争中の

1939～40年に，2巻1250ページという書誌の書誌を，自費出版するまえに，かれはブリティシュ・ミュ

ジアム所蔵の書誌ユ0万ないし8万冊を，全部自分で点検したのだそうです。その直接の結果が，rブリ

ティシュ・ミュジアム季報』（1936年）にでた「購入希望図書1」と，r図書館協会記録』（1936年6月）

にでた「あたらしい書誌の書誌への序論」です2）。こうしてできあがったr書誌の世界書誌』は，one

man　bibliography・のさいごだろうといわれましたが，かれは死ぬまでに3回増補しています。ベスタ

マンという人は，生いたち，財力など，謎がおおいので，それをせんさくするのもおもしろいのですが，

いまの主題とはあまり関係がないので省略して，この書誌の書誌の限界にふれて先にすすみます。まえ

に，すべての書誌は，できあがったときにすでに古くなるといいましたし，書誌の規模がおおきくなれ

ばなるほど，その傾向はつよくなるといいました。それがまさにべスタマンの書誌にあてはまります。

そのことが限界の第一で，第二は，かれが単行本としての書誌に，収録を限定したということです。そ

うすると，第二の限界によって第一の限界が増幅されるわけです。単行本としての書誌がでるまでに，

時間が経過し，それをベスタマンが収録して本にするまでに，また時間が経過するんですから，あたら

しいものがおちる条件がふたつかさなっていることになります。

　それで，雑誌にでたものと，それをふくめてあたらしい書誌についての，情報がほしいわけですが，

そのためには，たとえば，

　T．H．　Howard王li11，8め1如g㎎p戦げβ漉‘∫乃1”θ槻町アわめ1’6卿ρ配砥Oxfbrd　1969．

のようなものがあって，もちろん題名にあるようにイギリスだけですが，題名のりテラリは，日本の通
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念としての文学ではありません。ホッブズの項には，ぼくの「近代人の形成』の附録の書誌がでていま

す。ただし，この本は加dεx∫08r∫’勲！ご’ε㎎削る∫ゐ1‘ogπiρ妙という6巻本の第1巻で，さいきん第6巻

がでたようですが，ぼくは第1巻しかみていないので，全体についてはなんともいえません。第1巻だ

けでいいますと，ありがたいのは，ロンドン大学の図書館学科の卒業論文としてつくられた書誌が収録

されていることで，これは公刊はされていませんが，ロンドン大学にはあるわけですから，おそらくコ

ピーをつくってもらうこともできるのでしょう。

　雑誌にでた書誌についての速報がほしいのですが，これはどういう雑誌があるのかしりません。そこ

までいそがなくても間にあう，ということでもあります。

　時間がないので，人名辞典については，どんな人名辞典でも編集者の（あるいは時代により国による）

バイアスがある，ということだけ申しあげておきましょう。たとえば，・Dゴ。’∫oηのッ（ガ澱’め〃z1わ∫（即α一

ρ勿は，レズリ・ステイーヴンのようなすぐれた伝記作家たちがつくったのですが，書誌的にしばしば

不正確であること（とくに著作の題名）をべつにしても，ヴィクトリア期イギリス特有の偏見から自由

ではありません。リカードゥ派社会主義者は，チ’ п[ルズ・ホールをのぞいて，だれもでていないので

す。どこの国の人名辞典でも，そういう傾向はさけられないようで，だからイギリスやフランスでは，

労働運動・社会運動，つまり反体制側の人名辞典が，べつにでるようになりました3）。

　つぎのような例もあります。James　Burghについて，　DNBは，この人は私塾をひらいて金をもうけ，

本を書いたというだけで，たしかに改革者とかアメリカ独立支持とかいうことばはありますが，内容は

なにもわからないのです。もちろん，人名辞典だけ読んで思想の全貌をしろうというのは，虫がよすぎ

るにしても，これではやはりおそまつすぎるといえるでしょう。・

　バイアスが，いわゆる偉人伝的バイアスであることと，関係があるとおもうのですが，お．おくの人名

辞典では，著作者および著作に中心的位置をあたえていないので，人名辞典を書誌として利用しようと

すると，期待はずれになることがおおいようです。』DNBはまだいいほうでしょう。ドイツでは，あとで

おはなしするような事情で，18世紀については，ナショナル・ビブリオグラフィーがあるとおもってい

たら，じつはなかったのですが，そのばあいに，人名辞典があるていどは代用品になるかというと，

、4’膨〃配合εdlε鷹sohe　Bわgrαρhf¢　56　Bde．，1£ipzig（Duncker）1875－1912も，　ハ陀膨¢dε厩scんe　Bわ一

8ηρ屠aBerlin（Duncker　und　Humblot）1953一．も，くわしくしらべたわけではありませんが，どうも

偉人伝的であるようにおもわれ，r学識ドィッー現存ドイツ著作家辞典』Dαε8・ε1餉πθ7初’勲加4

0dθ7　Lθκゴん。ηdθrノθ孟z’1εわθηdθη’8麗3訥θη80加ヴ｝3’θ〃ε耽　Angefangen　von　Georg　Christoph　Ham－

berger，＿fbrtgεsetzt　von　J6hann　G60rg　Meuselの方が，利用効率はいいようです。

　この辞典は，副題にハンベルガーがはじめてモイゼルが継承したと書いてありますが，そのもうひと

つまえはイェッヒャーの「一般学者辞典』（1750～1897）です。ハ‘ンベルガーの初版がでたのは1767年

で，2版が1772年，1773年にかれが死んだあと，モイゼルが1776年に3版をだしました。さいごには，

もとの題名のままの5版（23Bde．　in　24，　Lemgo　1796－1834）と，　J．　G．　Meuse1，　Lεκゴん。η．dθrγo加

海乃アε1万0－1800’yθア∫’or加ηθη’α4’∫c舵η3酌雌5’θ〃飢15　Bde．，　Leipzig　1802－16．前者は生存者

辞典ですから，ときがたつにつれて死者が除去されるわけで，それをあつめたのが後者ということでし

ょう。どちらもシーハイにはでていませんが，トートクにはでていて，ともにたかく評価されています4）。

トートクは，両者が，ハインジウスやカイザーにでていない，ちいさな著作まで収録している，と書い

ていますが，このことは逆に，あとでのべるような，ハインジウス，カイザーの信頼性の問題につなが

ります。

　ぼくはぐうぜんに，この本の3版をオランダの古本屋からかっただけで，まだ最終版をつかったこと
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はありません。3版を読んでみますと，たしかに書誌はかなりくわしいようで，ハインジウス，カイザ

ーのような省略がありません。ただし，1776年の時点での評価によっていますから，カントなどは生年

不明のままで半ページなのに，J．J．モーザーというデンマークの高級官僚が12．5ページをしめていると

いう状態です。これはむしろ，まだr美と崇高の感情』やr視霊者の夢』程度の段階であったカントを，

みのがさなかったという点で評価しなければならないでしょう。モーゼス・メンデルスゾーンを，モー

ゼスで排列しているのには，なにか理由があるのでしょうか。われわれはふつう，メンデルズゾーン・バ

ルトルディをバルトルディでださないように注意するのですが，モーゼスはあきらかに家名ではありま

せん。

　ハンガリーにはD鋸gθ∫畷gθ伽8α魏と．し・う人名辞典があります5）。ドイツ語で，ヴィーンとラィプッ

ィヒで出版されたもので，ハンガリー語をしらないものには，たいへんありがたいのですが，さらにあ

りがたいことに，著作のタイトルは，ハンガリー語でだして，ドィッ語訳をつけています。この辞典の

おかげでたすかった例をひとつあげましょう。フランス革命のときにヴィーンのジャコバン・クラブに属

していたマルティノヴィチというハンガリー人があります。反乱計画が暴露して，ブダペスト郊外で公

開処刑をうけるのですが，かれの著作にr人間および市民の教理問答』という人権宣言の解説のような

ものがあります。ぼくの記憶にまちがいがなければ（ここにくるまえに確認するひまがなかったので），

セリグマンの社会科学辞典には，この本がフランス語ででているのです。ハンガリー人がヴィーンで本

をだすことは，オーストリア・ハンガリー帝国の存在を考えれば，なにもふしぎではないのですが，フ

ランス語での出版ということになると，よほどフランス革命に熱狂していたのかもしれないけれども，

ポーランドやドイツほどにも普及力はなかったはずなので，現実的ではない。そういう疑問があったと

ころに，このDα5gθ’畷gθ砺8α用が手にはいったので，しらべてみました。ハンガリー語でタイトルが書い

てあるので，その点にかんするかぎり疑問は解決しました。ところが，この辞典には，出版地が一切省

略されているのです。セリグマン（？｝はヴィーンとしているし，主要な活動の場所がヴィーンであったこ

とはあきらかなので，ヴィーン出版と推定してまず大丈夫だとはおもうのですが，処刑がブダペストだ

というのが，気にかかります。結局，一歩前進しただけだとはいえ，このあたりの問題になると，研究

における収穫逓減の法則が働きますから，そのかくごをきめれば，この一歩でもありがたいのです。

　ここまでくるともう，18世紀の実例をいくつかあげていますので，それをもっとひろげて，18世紀の

書誌について申しあげましょう。

1）　Theodore　Besterman，、4　worldわfわ”og1叩妙。∫わfわ’わg呂α助’θ∫ση40∫ゐ∫ゐ1∫08mρ屠。α’oα鰯08㍑θ∫，　oσ’θηぬr3，

　βゐ3かηo鵡（ノ屠θ3加」加d群θ3」ση4功θ1疏θL　lst　ed11．，2vols．，　London　1939－1940；2nd　edn．，3vQls。，　London

　　1947－49；3rd　edn，，4vols．，　Genさve　l　955－1956；4th　edn．，5vols．，Gen6ve（Societas　Bibliographica）1965－

　　1966。書誌をふくめたベスタマンの著作目録は，F．　Francis，　Theodore　Besterman，　writer　and　editor：a

　　bibhographical　apPreciation，　in跣θ！igθo∫油e」『η1ゴ幼’θηη2eη’，3孟㍑（」’θ∫ρ7ε∫εη’α！’o窃eodρアθβθ∫㌍7〃2α〃．

　　Edinburgh　and　London（Oliver　and　Boyd）1967．書誌を中心としたかれの半ば自伝的な講演として，

　T。Besterman，　F漉アァθσアMゐooκη2α陥The　Arundell　Esdaile　Lecture　1973，　London（The　English　Associa－

　　tion，　The　Library　Association）　1974．

　　かんたんな紹介として，水田洋「ベスターマンのこと」図書館雑誌，1980．11．同「シオドア・ベスタ

　　マン（1904－1976）」書誌索引展望，1982．8．

2）　T．Besterman，　Libri　desiderati．1．　First　short－title　list　of　bibliographies．not　in　the　British　Museum　Library，

　　η歪εβ漉勧1吻3θ脚ηρ㍑47’ε71ア，VoL　X，1936：T．　Besterman，　Introduction　to　a　new　bibliography　of　bi－

　bliographies，　L’う縛り，∠【∬oc勘”oη　」Rθooア（ノ，　June　l936，

3）　J．M．　Bellamy　and工Saville（ed。），1）観わ測り20／Zαわ。麗7わ’og薦αρ乃ア．4vols。　London（Macmillan）and　Clifton
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　（A．M．　Kelley）1972－77．　Jl　Marlron（ed．），1）競震）ηησかθわ∫og一助’碑θ吻η軍。πレεアηθη’．oμり7∫θ7か朋ρ¢f鼠

　15tomes，　Paris（Les　Editions　Ouvri邑res）1966－77，　Institut　fUr　Marxismus一】Lenismus，（｝θ8c玩。玩θdθ7

　　dθπ’ぷ酌εη．4アbθゴ’e酌θw卿πg’Bめg耀助’8醜θ3ム飲ゴん。肱Berlin（Dietz）1970．シーハイのガイドには，

　　ベラミはあるが，マルロンは（ML研究所ももちろん）でていない。国別偏差の例として指摘しておく。

4）W．Totok　et　aL，臥砿（λS．145．これもまた，前注でふれた国別偏差の例である。なお，ハンベルガー，

　　モイゼルともに，Georg　Olmsによってリプリントされている。

5）　Oskar　von　KrUcken　u．　Imre　Parlagi（hrsg．），　Pα3　gθ醜なθ’伽8躍7η，β‘08mρ庖8c乃θ3」乙α’ん。麗。2Bde．　Wien　u．

　　Leipzig．　o．　J。　【1981】。Sheehy，　AJ　187．

IV

　ユ8世紀の書誌として，いちばん有名で，完全だとされていたのは，まえにあげたハインジウスとカイ

ザーです。

　Wihelm．　Heinsius，．41㎏θη2θ∫ηθ3、磁訥θ汽乙θxゴん。ηodθr　7∂〃磁屈喀ε3αψ加わθ∫勧。θ3陥彫θ勧η∫3

α11ε7yoη1700－4892θ7∫c乃θ痂θηθηβ〃。乃θ濫　19vols．，　Leipzig（Brockhaus）1812－94．　Repr．　Graz　l　962．

　Christian　Gottlob　Kayser，　レを）〃∫㎡履忽θ∫B寵chθア1θκ灰。η，θη’加1ホεηdα〃a．．’ηDθ鷹3c乃毎ηd槻d

αηgアθηzθη4θηL伽dθzηgθζか翻。た∫θη8震。乃θκ36vols．　Leipzig　1834－1911．　Repr．　Graz　1962．

　ごらんのとおり，一般とか完全とかいうことばがタイトルのなかにありますが，けっして一般でも完

全でもないことが，さいきんになってわかりました。それまでは，18．世紀の出版物の総目録があるのは

ドイツだけということで，各国啓蒙思想研究者の羨望の的だったのですが，まず，コーピツが，ふたつ

の書誌のカヴァリジがきわめてひくいことを1），つぎにファビアンが，収録データにまちがいがあること

を指摘しました2｝。かれらによれば，全ドイツ図書生産に対して，ハインジウスのカヴァリジは約20％，

カイザーのそれはせいぜい約3分の1であり，しかも情報源として出版社の広告（じっさいの出版物で

はなく）などがっかわれたために，広告から出版までの変化（出版社の変更，出版の中止）が，無視さ

れているというのです。

　こうなると，こμまでにハインジウスとカイザーを基礎にしてやってきた書誌は，すべて土台がくず

れるわけです。一方では，出版された本が収録されず，他方では，出版されなかった本が収録されてし

まった，とい．うことになるからです。たとえば，絶版のため入手できないでいるのですが，プライス夫

妻のr18世紀ドイツにおけるイギリス文学の出版』とr18世紀ドイツにおけるイギリス人文学の出版』

は3，，当時の書評やいくつかの図書館蔵書目録によった部分はいいと．しても（これも現物にあたってい

ないことからくる問題をふくみます），ハインジウスとカイザーによった部分は，全面的な再検討を必要

とするでしょう。ハィンジウス，カイザーには，もうひとっこまることがあります。それはタイトルが

省略されていることで，とくにドイツ語の前置詞の格支配が時代により地方によりちが？たようなばあ

い，われわれとしてはお手あげなんです。

　フンベートのrドイツ官房学書誌』4）は，かなりハインジウスとカイザーによっていますが，さいわい

なことに，ドィッ，オーストリアのおおくの図書館で原本を確認しているので，その部分だけは信頼で

きるわけです。18世紀社会科学年表のドイツ文献については，これがもっとも有力な資料です。

　官房学ということばは，ふつうはドイツの重商主義，しかも王室財政的見地のつよいものをさすので

して，フンパートの目次にも「狭義の官房学すなわち財政学」という項目があるほどです。ところがこ

のフンパートの書誌は，当面の目的にとってさいわいなことに，このことばをおそろしく広く解してい

まして，時代的にもマルチィン・ルターからモーゼス・ヘスあたりまでふくめています。たての幅だけ

でなく，よこの幅も，いまあげたふたりの名前から，推測できるでしょう。「広義の警察科学すなわち国
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家学」は，教会問題やユダヤ人問題をふくみますし，政治史，法学という項目もべつにあります。外国

からの影響についての配慮もあって「ドイツにおける重農主義論争」「ドイツにおけるスミス主義」「ド

イツ官房学に引用された外国語文献」の項目がそれです。

　しかし，ここまで縦と横にひろげてしまうと，これを「官房学書誌』とよんでいいものかという疑問

が，とうぜんおこってきます。マルチィン・ルターはまだいいとしても，ヘスの「ヨーロッパ三頭政

治』5）にぶつかったときは，マルクスもはいっているのではないかとおもったほどです。さすがにそれほ

どではありませんでしたが，マルクスの故郷トリーアの市役所の役人であったフーリエ派のルードヴィ

ヒ・ガルがはいっていました。

　カント，フィヒテ，ヘーゲルも，もちろん全著作ではありませんが，収録されていますし，シュライ

エルマッハー，ミュラー，ゲルレス，ゲンツ，ハラーなどのロマン派ないし反動派もあります。フリー

ドリヒ・リストはいうまでもありません。それではなにが不足しているのかというと，文学・哲学など

がない（技術は農・工・鉱業のなかにはいっています）のはあたりまえだとしても，たとえば，アメリ

カ革命，フランス革命へのドィッ思想の対応，さらにはそれをふくめた民主主義思想の展開というよう

なことになると，この書誌ではさがせないのではないかとおもいます。

　もうひとつの問題は，フンパートが，おそらくハインジウス，カイザーから採録したものの，所在を

確認できなかったタイトルを，どうするかということです。それは全部出版されなかったものとして，

処理できればかんたんですが，そうとはかぎりません。たとえば，クリスチャン・ガルヴェの「道徳と

政治の結合についての論文』というのがフンパートの7585にあります6｝。しかし所在がしめされていな

いから存在しなかったと考えていいわけではなく，ローベルト・モールの「国家諸科学の歴史と文献』

に，この版があげられています7）。モールは内容に言及しているので，じっさいに読んだと考えても，

ほぼまちがいはないでしょう。

　そのつぎの7586の，ドルバックのr市民社会の体系』8）は，フランス語の「社会的体系』9）の翻訳

で，「社会」ということばがドイツ語では「市民社会」としか訳せなかったことの，証拠のひとつです

が，これもフンパートは所在をしめしていません。しかし，フルクライセ　　あるいはヴェルクリュイ

ス　　のrドルバック書誌』10｝には，マールブルク国立図書館F8112として，収録されています。つい

でにいっておきますと，このマールブルク国立図書館には，ぼくの記憶では，ベルリンのプロイセン国

立図書館の蔵書の戦時中の疎開部分をひきうけたまま，東西ドイツの分裂によって返還されないものが

あるはずです。このドルバックもそうかもしれません。

　ではつぎに，まえにあげたようなフンパートの穴をうずめるには，どうずればいいかといいますと，

いちばん役にたったのは，rドイツ文学初版辞典』11）です。これは，収録人数約1360，点数約47000と

いうことで，文学DichtungまたはLiteraturということばは，日本よりずっとひろい意味でつかわれて

います。もちろん，いくらひろいといっても，カント，フィヒテ，ヘーゲルははいっていません。ライ

プニッツ，ヴォルフも同様です。しかし，ヘルダーやメンデルスゾーンははいっています。もっとも，

いまあげた大物は，べつにしらべようがありますから，ぬけていてもいいので，こまるのは，ガルヴェ，

ゲンツのような二流三流です。おなじく翻訳業者でありながら，コーゼガルテンはとって，ガルヴェは

おとすとか，反革命ジャーナリストのなかでゲルレスをとってゲンツをおとすとか，この選択はみごと

ですが，利用者にとっては，ここで網をちょっとひろげてくれるかどうかということが，おおきなちが

いを生むのです。

　ドイツにおけるアメリカ革命，フランス革命については，あとで，ほかの国のばあいといっしょにし

ておはなしすることにして，ここでもうひとつつけくわえておきたいのは，フーゴー・ボルストという
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シュトゥットガルトの商人の蔵書目録で，rおおきな世界とちいさな世界をうごかした書物たち　　1749

－1899年の初版の刊年順排列による世界文化史のこころみ』12｝です。これは，ドイツだけでも18世紀だ

けでもありませんが（ゲーテがうまれてからの150年間），中心がドイツにおかれていることは，まちが

いありません。この人は父親ゆずりの収集癖があって，少年時代には郵便切手やヴァインのレーベルを

あつめ，長じては20世紀初頭（1900～1933）の絵画約400点をあつめたのち，本の収集に転じたという

ことです。かれが1967年に死んだときには，いまいった目録はほぼ完成していたそうで，それは1969

年に出版されました。

　索引をいれて‘1005ページのカタログには，4393点が収録され，なかには「共産党宣言』のカウッキ

「版が1848年のところにでているというような，おかしなこともありますが，全体としてひじょうに役

にたちました。

　逆に，つかうべきであったのにっかわなかったのが，rドイツ文学史ハンドブック，書誌編第6巻啓蒙

時代』13｝です。これは，わずか76ページで，代表的思想家131人について，どんな書誌，全集，研究が

あるかを，研究の現状を中心に紹介したもので，直接にはいま年表をつくろうというときの役にはたた

ないのですが，そこからさかのぼって，そこにでている書誌をしらべる（日本でどのくらい利用できる

かは疑問ですが）ことぐらいは，やるべきだったとおもっています。そういう書誌のなかで，rヘルダ

ー書誌』14）だけは，ちょうど手もとにあったので，初版辞典と対照して確認するのに利用しました。そ

の過程でわかったのは，著者・編者・訳者の関係を確認するには，この種の書誌だけでは困難だという

ことです。これはヘルダーにかぎったことではなく，レッシングとライマルスのあいだで，あるいはあ

とでのべるシオラネスクのなかの諸項目で，わからない点がいくつかありました。まえに匿名著者の推

定については，それぞれ専門の研究を考慮しなければならないといいましたが，一般に，書誌だけでお

っていく仕事には，そういう限界がありますから，断定できることとできないこととを，みわける必要

があります。

　ドイツはこのくらいにして，つぎにイギリスについておはなししましょう。

　イギリスではさいきん，18世紀の出版物のカタログが，ショート・タイトルで出版されました。主題

別カタログの方がはやいのですが，収録範囲はブリティシュ・ライブラリ所蔵本にかぎられ15），著者別

カタログは，おくれてでたかわりに，オクスフォード（ボドリァン図書館）とケンプリジ（大学図書

館）とを収録することができました161。

　ブリティシュ・ライブラリは，もちろんイギリスの本については，最大規模の単一コレクションです

が，それでもいろいろ欠落があって，たとえば議会改革者カートライトの著作などは，さびしいもので

す。だから，オクスブリッジの蔵書で補強したことは，よかったとおもいます。しかし，このカタログ

は，まえにいったようにショート・タイトルですから，つねにもとのカタログを参照しなければならず，

しかもオクスブリジのカタログは公刊されていませんから，お手あげです。もちろん，たいていのばあ

いは，ナショナル・ユニオン・カタログでわかるとはおもいますが。

　主題別目録のほうはもっとひどくて，デューイの十回分類とは，こんなに奇妙なものかとおもったほ

どです。たいていの時事評論は一般史のなかの各国のところでさがさなければならず，宗教の項目には，

「創造」や「地獄」はあっても，思想史上重要な「寛容」はないのです。

　このカタログをどうつかうかについて，ことし（1982年）の夏にロンドンでセミナーがあったのです

が，とにかく，社会科学年表にとっては，ほかの資料からとられたデータを確認することにしか，つか

えませんでした。

　あとからでた著者別カタログのほうは，収録の範囲もひろがっていてまだましですが，ショート・タ
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イトルの不便さはかわりがありません。

　分類がつかいにくいといったついでに，あとでおはなしするつもりだった，分類書誌のつかいにくさ

に，ここでふれておきましょう。たとえば，天野敬太郎の窺甜∂gγ叩妙（ザ漉θαα∬∫Cα1励0η0〃π0317｝

のアダム・スミスのところに，theoretica1とsystematicという分類があります。これが何を意味する

のかわからない。対象による区分なのか，方法（研究方法）による区分なのかということもわからない

し，そのどちらにしても境界線をどうひくのかわからない。おもしろいことに，体系ということばをふ

くむタイトルが，いくつかtheoreticalの分類にいれられています。

　もうひとつの例をあげるとrジョゼフ・プリーストリ書誌』18｝があります。これも，Theological　and

religious；Political　and　social；Educational　and　psycho董ogica1；Philosophical　and　metaphysical；

Historica1；Scientificというように分類しているのですが，内容をみると，．4η檎’o馴（ガ疏θ60z膨ρ一

’∫∂η∫o∫α7∫∫∫1伽∫砂は神学に，．4gθη8召α1扉3’oワ（ガ地θα〃ゴ3磁ηαπ7訥は歴史に，α）η3ガθ耀∫’oη3

0ηご伽7訥側漉。ア吻は政治に，分類されています。この時代，とくにプリーストリのような人のばあ

いは，こういう部門が未分化であったことに特徴があるのに，無理に，したがって悠意的にわけてしま

ったというわけで，利用者としては，巻末のショート・タイトル・インデクスがなければ，まったくお

手あげです。

　もちろん，年代順にならべても，インデクスなしにさがすのはたいへんなのですが，それでも，恣意

的な分類よりも，ならび方に根拠があり，前後関係がわかることは，ありがたいのです。ベントリ，バ

ークリ，パーク，コベット，ディフォー，ジョンスン，ハワード，ヒューム，ペイン，ポープ，スウィ

フト，トランド，ウォルポールなどの書誌をみますと19｝，たいてい年代順です。主著とマイナーなもの

とをわけるとか，初版を年代順にならべて，それぞれの初版の項にあとの版をまた年代順にならべると

か，こまかい点はいろいろですが。ひとつ奇妙なやりかたをあげますと，ドルバック書誌2ωは，年代順

にならべた各項目に，参照年代がついていて，その本があとでいつ出たかがわかるようになっているの

はいいのですが，まえにさかのぼることができないのです。つまり，初版の項から，あとの版をさがす

ことはできても，あとの版から初版をふくめてまえの版をさがすことができないのです。こういうのを

みると，ビブリオグラファーが，もちろん利用者のためを考えて，いろいろ工夫しているのに，結果と

してはっかいにくくなっているというのは，なぜなのだろうかという疑問が，きえないのです。

　ついでにもうひとつ。ビブリオグラファーのわるい癖というか，執念というか，書誌情報を選択して

すてるよりも，なんでも集積しようというやりかたについて，おもいだしたことを申しあげます。ヒッ

グズのr経済学書誌1751－1775年」2nというのは，かぎられた時代についてでありますが，この時期が

重要であり，書誌の内容がくわしいので，いまでも価値を失ってはいないとおもうのですが，これにつ

いてピエロ・スラッファが　　この人はケインズの高弟であり，グラムシの親友であり，ぼくのrアダ

ム・スミスの蔵書』の助言者でした一つぎのようにいっていました。「ヒッグズは，書誌情報を十分に

しらべないで全部とりいれてしまったので，たとえば，ぼくが古本屋のカタログでみて，しらせただけ

なのに，その本をスラッファ氏の所有として記載することになってしまった。そういう調子なので，こ

の書誌は不正確で，信頼できない。」情報が未確認で信用できなくても，すてるよりもいれておこうとい

うのが，ビブリオグラファーがいつも出あう誘惑でありまして，この誘惑は，日本のように，現物をみ

ないで書誌をつくるというはなれわざをやらなければならないばあいには，とくにつよく，また，それ

だけにとくに危険なのです。

　天野さんの『古典経済学書誌』には，アダム・スミスの著作として，「セネカの手紙についての思索」

と「グレート・ブリテンおよびアイアランドについてのおぼえがき』というのがはいっています22）。前
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者はいまあげたヒッグズによったものとおもわれますし23｝，後者は，ハーヴァードのクレス文庫のなか

にあるヴァンダブルー。コレクションのカタログからとったものとおもわれます24）。ところが，ヒッグ

ズの主張は，実物にもとづいて，ラ・ノーズによって否定されましたし25），ヴァンダブルー・カタログ

の記載は，主著以外の部分ではこれだけに実物がないというしるしがついていて，しかも典拠が示され

ていないのです。おそらく，現代のスミス研究者で，以上のふたつがスミスの著作だと考えている人は

いないでしょう。

　ぼくは天野ビブリオグラフィーが，日本学術会議のEconomic　Seriesとして出版されたとき，学術会

議第3部の幹事として出版を担当していましたので，以上のようなことを天野さんに説明して，削除し

たほうがいいのではないかといったのですが，日本のスミス研究者よりも外国の書誌のほうが信頼でき

るらしく，ききいれられませんでした。それほど，ビブリオグラ．ファーにとって，書誌情報の誘惑はつ

よいのだ，ということです。こういうばあい，誘惑に抵抗しきれなかったら，未確認あるいは疑問のし

るしぐらいはっけておくべきでしょう。

　書誌のつかいにくさについての脱線は，これでおしまいにして，本論にもどります6

　いまここでのおはな，しの，出発点になっている18世紀の年表は，西ヨーロッパ諸国のなかでスコット

ランドが，イングランド，，アィアランド，北アメリカからはなれて，別枠になっています。それは，ア

ダム・スミスを中心とするスコットランド啓蒙思想の研究を考慮したからで，もともとこの年表が，ス

コットランド啓蒙についてのぼくの蔵書目録の附録という形態で出版されたということに関係がありま

す。それで，スコットランドだけを抽出するのに，どういう資料をつかったかが，問題になります。ジ

ェサップの『ヒューム書誌』は，スコットランド哲学という副題をもっていますが，もちろんそれだけ

ではたりません。イギリス全体の書誌のなかから，スコットランド人をひきぬくことは，名前に特徴が

あるので，』 ?髓�xはできますが，あまり正確にはやれません。結局はDNBで確認することになるに

しても，その前段階としてつかったのが，スコットランドの図書館のカタログです。

　さいわいなことに，スコットランドの大きな図書館の大部分は，目録を出版しています261。エディン

バラ大学，グラーズゴウ大学，セント・アンドルーズ大学の図書館と，のちにナショナル・ライブラリ・

オヴ・スコットランドとなるアドヴォケイツとライターズ・トゥ．・シグニットで，あとのふたっは，い

ずれも弁護士協会図書館なのですが，弁護士のなかでも資格のちがいによって，組織がちがったようで

す。ヒュームが司書をしていたのは，前者です。さらに，ちいさなものですがエディンバラ哲学協会蔵

書目録というのも，でています。

　以上のうち，エディンバラ大学の目録がいちばんあたらしくて20世紀のはじめの出版であるほかは，

18世紀末から19世紀なかばにかけての出版ですが，18世紀スコットランドの出版物については，かな

り役にたつと考えたわけです。いちばん古いグラーズゴウ大学の目録はマイクロフィルムで入手し，セ

ント・アンドルーズ大学のものは，館長の好意によって，さいこの1冊を，未製本のまま売ってもらい

ました。

　では，こういう目録がどのくらい役にたったかといいますと，まず，スコットランド人の著者を抽出

するしごと　　これは4大学の目録によって，広島大学の舟橋君にやっていただきましたが　　この作

業には役にたちました。Bしのカタログより，はるかにちいさいので楽なのです。しかし，スコットラン

ドの図書館が，意識的にスコットランド人のものをあつめるようになったのは，比較的あたらしいこと

で，スコットランドの図書館だからスコットランド啓蒙思想関係がよくあつめられているというわけに

はいきません。ものによっては，BLあるいはNUCでたしかめたり補足したり，しなければなりません

でした。とくにこまったのは，ふるい目録の書誌的事項（とくに題名）が，・しばしば不正確だというこ
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とです。たとえば，さいしょの冠詞を，はぶいたりはぶかなかったり，まちまちだというように。

　イギリス全体の思想史の書誌としては，rケンブリジ・イギリス文学書誌』とその新版があります27）。

これについては，1iteratureの概念が，日本の英文学者の常識をはるかにこえて，ひろいということを，

くりかえして強調しておかなければなりません。そうでなければ，いまの目的には役にたたないでしょ

う。哲学や旅行記はいうまでもなく，法学や自然科学の項目もあります。もちろん，広義のliterature

という文字どおりにすべての文献が収録されているわけではありませんから，周辺部に欠落があるのは

しかたがないことですが，そのこととならんで注意すべきことは，新版がかならずしも旧版よりいいわ

けではなく，したがって，新版があるから旧版はいらない，というわけではない，ということです。

　周辺が欠落している例をあげれば，議会改革運動のジョン・カートライトです。旧版には，L㌍αη4

co〃θεpoηdθηoθoゾ1吻07α1πwア’g漉2vols．，1926がでているだけ（Vo1．2，　p．145）で著作がなく，

新版にはなにもありません。しかも，この1926は1826のまちがいです。ふたつの版の比較は，この例

でもおわかりだとおもいますが，さらにいくつかの例をあげておきましょう。スターンの小説rトリス

トラム・シャンディ』の初版は，新版ではわからなくなっていますし，キャスリン・マコーリについて

は，旧版には，著作権，教育，フランス：革命，イギリス史についての著作がでているのに，新版では，

さいこのものだけになっています。ほぼ同時代のジョン・セルウォールは，新旧ともに文学作品だけで

すが，それでも旧版には，かれが政治論文を書いたという注記があります。目についたかぎりでは，ト

マス・ペインだけが，新版の方がくわしくなっています。しかし，そのばあいでさえ，r農業的正義』は

ないのです。，

　一般に，新版の方がすくなくなっているという印象をうけるかもしれませんが，全体の量は4巻から

5巻へと，ふえているのです。それなのに，なぜこういうことになるのでしょうか。それはこの書誌が，

原典だけでなく研究文献をもふくむものだからで，研究の方は，時間の経過とともにふえていくので，

その増加の犠牲になるのが，周辺部分あるいはふるい研究（のりこえられたと考えられる）なのです。

　18世紀につよい図書館蔵書目録としては，もちろんクレスとゴールドスミスのそれをあげなければな

りません。フォクスウェルの蔵書がロンドン大学とハーヴァード大学に二分され，それを核としてそれ

ぞれの大学で補強された，ふたつのコレクションは，時代的にも地域的にも，かなりのひろがりをもっ

ていますが，やはりもっとも強力なのは18世紀イギリスだといっていいでしょう。ただし，それぞれの

目録のうち，ゴールドスミスは未完であるために索引がなく，クレスは5分冊の1冊ごとに索引がつい

ているので，どちらもたいへん不便です。さいわいに，ふたつのコレクションをあわせたマイクロフィ

ルムができたときに，全体の索引もできましたので，これを利用することができます28｝。

　ロスチャイルド・ライブラリというのは，蔵書目録でみるかぎり二種類あって，もちろん各国にまた

がる富豪一族ですから，愛書家がたくさんいてもおかしくはないのですが，フランスのジャム・ドゥ・

ロトシルド29｝と，イギリスのナサニエル・メイヤー・ヴィクター・ロスチャイルド30）の蔵書だけが，公

刊目録をもっています。とくに後者はイギリス18世紀だけに限定して，1420点をあつめたものですか

ら，直接にいまのテーマにつながるわけです。このロード・ロスチャイルドは，たしかマートン・カレ

ジの物理学者だったとおもいますが，青年時代にこういう収集をはじめたのだそうで，カタログの序文

の冒頭に，つぎのように書いています。「このコレクションは，1932年に，私がケンブリジの学部学生

であったときに開始された。私は自分が，ほとんどまったく名誉をきずつけるような諸理由で，科学者

であるかわりに，一年ちかいあいだ普通学位のための勉強をしなければならない立場にあることに，気

がついた。課目のひとつはイギリス文学で，私はそれを幸運にも，キングズカレジのジョージ・ライラ

ンズにおしえてもらった。卑語要綱は，アディスンの諸著作をふくんでいて，そのことがきっかけで私
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は，ケンブリジのマーケット広場にあったデヴィド書店でたまたま見つけた，かれの18世紀版著作集を，

買うことになった。私がつぎに買ったのは，おなじくケンブリジの，ヘファー書店がもっていた，r感傷

旅行』の初版であった。しばらくしてこのジョージ・ライランズが，ふたりでいっしょにロンドンにい

って，18世紀の初版本をさがしてみようと提案した。われわれはロンドンにいって，いくつかの買物を

した。そのひとつがこのカタログの1021番に記録されている。のこりは，愛書家たちがしばしば，その

収集生活の初期に買うような種類の本である。カタログというものの作成者をなやませるもっとも困難

な問題は，専門のビブリオ．グラファーたちの諸見解，あえていえば諸特異性癖に；いかに適応するかと

いうことであって，かれらはしばしば，書物がどのよケに記述されるべきかについて，強硬で対立的な

見解をもっているのだ」。

　わざわざこれを翻訳したのは，前半には戦前のケンブリジのエリート学生の生活がよくでているし，

後半には，まえにおはなしした書誌のむずかしさが，．指摘されているからです。ところで，こうしてあ

つめられたロスチャイルド・コレクションは，現在では残念ながら，まとまったコレクションとしては

存在しないのだそうです。カタログがつくられたときは，ロスチャイルドがいたマートン・カレジにあ

ったのですが，そのこ散恕したのか1カレジまたは大学のほかの一般蔵書のなかにくみこまれてしまっ

たのか，スラッファから「存在しない」という話をきいたときに，たしかめておくべきでした。

　つぎにフランスにうつりますと，ここではまずシオラネスクの『フランス文学書誌』をあげなければなり

ません。この人はだしかルーマニア人で，16世紀，17世紀，18世紀のrフランス文学書誌』をだして

います31）。16世紀は1巻で22106点，17世紀，18世紀は両方とも3巻で，収録点数は67472および67912

です。litt6ratureの概念の幅がひろいことは；イギリスやドイツのばあいとおなじですが，あ・とでおは

なしするように，境界線附近については；とうぜんのことながら疑問があります。ケンブリジ・イギ

リス文学書誌とおなじく，原典とその諸版だけでなく，個別的な研究や背景についての研究もあげてい

ますが，ちがうのは，分類なしに18世紀の個別著者をアルファベディカルにならべて，、そのなかに二次

的著作（いわゆる二次文献ではありません）をいれている．ことです。その』ために，『さしあたっての目的

からすれば，つかいやすくなっています。この点ではCBELもNCBELも，たえず目次と人名索引をみ

なければならない：不便があります。

　このシオラネスクの「18世紀フランス文学書誌』をつかっているうちに，いくつかの疑問がでてきま

したので，それをあげておきます。これはいわば偶然の発見でありまして，こういう発見をつみかさね

ていくのが，もっとも有効な改善の方法だろうとおもうのです。　　　　　．　　　　、　　　　・

　まず，とりあげられた著者のなかに，ケネーやテユルゴがはいうているのに，バブーフやカpンヌは，

はいっていません。政治家は除外するという原則があるわけではないし，テユルゴはともかくとしても，

ケネーに文学的な作品はみあたりません。つぎに，外国語からの翻訳が，すべて訳者のところにはいっ

ているために，さがしにくく，思想交流がつかめません。しかも，たとえば，Davilaのフランス内乱史

のフランス訳甜8∫o舵dε8g喫〃θ30か’1θ3’dε勘ηoθ，　Amsterd註1n　1757は，訳者としてのPierre・Jean

Grosley（item　32660）とMaUet（42022）の項に，重出しています。

　そのほか，Frango量s　Chasの匿名著書らしいものが，　Henri　Montignotの項にM．　C【has］et　M．

rabb6　d　M＿としてでている（47066）が，　Chas．の項にはない・恥ui田噸yeul　Chaudon，1）記ガ。ηηαかθ

αη”ヲ痂Zo30ph幻μθ，　Avignon　1769（18828）・は，　Frangois・Marie　Cogerの項にもあり（19966），　Attri－

bu6　parfbis　a　l’abb6　Nonnotteとされていながら，　Nomotteの項にはない。　Jacques　Necker，　DεZα

RのoZ躍”oη加ηρα’8θ，2yo’＆，　Paris　1797（47923）は，ゴールドスミス（16555）では，　N．P．、1796，

4vol．となっている。　Frangois－Xavier　Pages，　Lα伽ηc8　r6pπわ1ゴ。α∫ηθ（48690）が，　Frangois　Lages
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の項にもでているが（35717），bgさsには，これ以外の著作がなく，生没年も不明であって，　Pag6sを

1agさsと誤記したことによる重出ではないかとおもわれる。48690は匿名出版ではなく，著者名も出版

地もページ数も記入されているのに，35717は，初版と同年の再版で，著者名，地名がないことになっ

ていて，ページ数もしめされていない。誤記がどの段階でおこったのかはわからないが，未確認情報の

鵜のみによるのかもしれない。さらに，Isaac　Pinto　1715－1787の著書が1776までしかないというこ

とにも，疑問がある。

　7万ちかい項目ですから，いまあげたくらいのミスは1万分の1で，許容限度内にはちがいありませ

んが，全体としてはそうであっても，個々の研究者＝利用者にとっては，特定の’1点だけが必要だとい

うこともありうるわけで，そのばあいには，すべてか無かということになります。

　フランス18世紀については，1680－1715という限定はありますが，コンロンの「フランスにおける啓

蒙の世紀への序曲』という，6巻の出版年表がでています32）。18世紀は，はじめの15年しか利用できな

いわけで，シオラネスクとの比較もできませんが，すくなくとも，翻訳が原著者名ででていることと，

年代順排列であることとの，ふたつの点で，シオラネスクよりもつかいやすいといえます。

　個々の思想家の著作目録は，シオラネスクのそれぞれの項目でさがせるわけですし，もともとシオラ

ネスクの書誌は，個別著作目録にとってかわるはずのものでもあります。ただ，もちろん詳細について

は個別目録が必要になるばあいがあるでしょう。そういうものとしては，まえにドルバックの著作目録

をあげておきました。そのほかに，多作で有名なヴォルテールについては，19世紀末に，ベンジェスコ

による4巻本の書誌があり331，ベスタマンその他によるその補足があります34）。ビブリオテク・ナシオ

ナルのカタログから，ヴォルテールだけぬきだした2巻本の目録もあります35）。ルソーやレイナルの書

誌もあり36｝，まださがせばいくつかあるでしょう。まえにあげたコンロンの，18世紀フランスのルソー論

争書誌37）は，今回の作業にはまにあいませんでしたが，重要な貢献です。

　しかし，この時期のフランス思想史の難問は，いうまでもなくフランス革命期の出版物の洪水です。

17世紀のイギリス革命のときに，ロンドンのトマスンという本屋がパンフレットをあつめ，それがブリ

ティシュ・ミュジアムにはいって，トマスン・コレクションとよばれるようになり，カタログも出版さ

れたのですが，それに対応するビブリオテク・ナシオナルのパンフレット・コレクションについてもカ

タログがあり38｝，とくに日本では，専修大学のベルンスチン文庫が，それに比肩するとまではいえない

までも，かなりの程度，それのかわりに利用できます。ただし，年表をつくる側としては，いたしかゆ

しで，選択のむずかしさが増大するわけです。

　18世紀のヨーロッパで，社会思想史，社会科学史上，重要な出版活動がおこなわれた国は，以上のほ

かに，オランダ，スイス，イタリアがあります。そのほかは北も南も，だいたい思想統制がきびしくて，

啓蒙思想の浸透は，もちろん皆無ではないまでも，ずっとおくれていました。こういう後進地帯を無視

していいわけではなく，それどころかいろいろ重要な問題があるのですが，さしあたっては棚あげにし

ておきます。いまあげた三国についても，オランダとスイスは，フランス語圏またはドイツ語圏のなか

で考えることができるので，イタリアだけがのこります。イタリアも，もちろんイギリス，フランス，

ドイツにくらべれば後進的ですし，そのうえ，ドイツと同様に小邦分立状態だったために全体の状態が

っかみにくいようです。全国統一カタログが完成していない点でも，ドイツと同様です。

　しかしイタリアには，ほかの国にないような古典の復刻コレクションがありまして，経済学について

は，マルクスもつかったクストディ編のr政治経済学イタリア古典著作集』39），人文学とでもいうべきも

のについてはクローチェ編のrイタリア著作者集』40）で，前者が50巻，後者が268巻です。とくにクス

トディのリプリントには，各著者ごとにあたらしい書誌的序文がつけられたので，すくなくともそこに
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収録されているかぎりの著者については，かなりくわしいことがわかります。

　これを補足するものとしては，トリノのルイジ・エイナウディ研究所にある，イタリア共和国二代大

統領ルイジ・エイナウディの蔵書の目録4nと，「イタリア文学，歴史と原典」双書のなかの「イタリア

の啓蒙思想家たち」7巻421があります。前者は，エイナウディの全蔵書ではなく，学術書とでもいうべ

きものだけを収録したのですが，われわれにとってはこの6258点だけでいいのです。まえにのべた小邦

分立のために，このコレクションも北イタリア，とくにピエモンテにかたよっているかもしれず，ナポ

リなどでの調査による追加がのぞましいかもしれませんが，さしあたっては，公刊されおカタログとし

ては，これしかありません。

　後者は，テクストは抜粋ですし，書誌的な序文や注も，精粗不統一ですが，補足的な資料にはなりま

す。奇妙なことに，全7冊のうち3，5，7だけをあわせた索引が7巻についています。この3冊の担当

者が同一グループ（フランゴ・ヴ手ントゥーリのグループ）に属するからなのでしょう。イタリアの学

界における派閥関係の反映です。なお，そのグェントゥーリの大著．「改革の18世紀』43）、は，現在までの

ところ，1与00ページをこえる3巻で1776年にたっしているので，あと1、巻で完成するはずです。これ

は，とくに書誌を意図しているわけではありませんが，注がかなりくわしいので利用できます。

　ほかの国ぐにに足をふみいれるための模索については，一切省略しまして，18世紀ヨーロッパ思想史の

なかの，主題書誌にすこし言及しておしまいにしましょう。例示するテーマは三つで，「ユートゥピア，

アメリカ革命，フランス革命です。

　18世紀のユートウピア物語の書誌は，小説に限定したもの44）とフランスに限定したもの45）があり1た

とえば，後者にあるプラトンの「国家論』フランス訳は，前者にはありません。この種の書誌は，科学

主義への疑問（科学から空想へ）や未来学の流行に刺激されて，まだほかにもでているはずです。

　ふたつの革命については，直接に関係のある国，つまりイギリス，アメリカ，フランスの出版物の書

誌があることは，とうぜん予想できるわけで，フランスについてはまえにも言及しましだし，イギリス，

アメリカについてはアダムズの書誌46）があります。問題は，ふたつの革命の国際的インパクトを，どう

やってつかまえるかということです。イギリスにおけるフランス革命とか，ドイツにおけるアメリカ革

命というような研究は，いくつかあるのですが，書誌としてつかえるものは，おおくはありません。

　まず，アメリ均革命の，フランスへのインパクトについては，フェイのr合衆国関係フランス書の批

判的書誌（1770－1800）』471があります。ドイツの方は，独立の書誌ではあり・ませんが，ディッペルの

rドイツとアメリカ革命1770－1800』48｝の巻末に60ページの書誌がついています。・

　フランス革命は，イギリス，下イツともにまとまった書誌がなく，ケリーのrイギリスのジャコバン

派小説1780－1805』49｝の巻末や，ドローズのrドィッのフランス革命』50）の脚注ぐらいしか利用できま

せんでした。前者はきわ’ ﾟてかぎられたものですが，後者はこまかいところにもよく目をくばっている

と布もいました。アメリカへのインパクトも，とうぜん考えられていいのですが，書誌としてはみあた

らず，イタリアへのインパクトが，アザールの「フランス革命とイタリア論壇1789－1815』51｝で論じら

れて，60ページの引用文献リストがそえられています。このアザールやディッペルの本のように，書誌

的附録をもつ研究書をさがしだすことが，書誌研究の重要な準備作業なのです。

　これで大体おしまいですが，この年表の目的は1各国の出版物を年代順にならべることによって，相

互の交流をふくめた比較思想史への手がかりを提供しようということで，文学の領域ではいくつかここ

ろみられてきたのです52）。しかし，これまでのところ，すべて文学にかたよりすぎ，しかも簡単すぎま

す。交流の指標としていちばん重要な，翻訳についても，十分な研究はありません。ハーヴァードのク

レス文庫にいたカーペンターも，そのことに気がついて，カードを集積しているといっていましたから，
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いずれこの年表の改訂増補の作業のなかで，かれの意見をきくことになるでしょ．う。

　これまでに全然あげなかったけれども書誌として利用できるものに，思想家の蔵書目録と，図書館な

どで特定の著者についておこなう展示の目録があります。それから，18世紀をこえて19世紀20世紀に

はいりますと，著者の数もふえますし，事件もふえますので，書誌もとうぜん増加します。事件の例を

あげれば，チャーチイズム，1848年革命，パリ・コンミューン，第一次大戦，ロシア革命，ドイ．ッ革命，

ファシズム，スペイン内乱，．亡命，第二次大戦などがあり，これはただ，きりがないことの例証とする

にとどめ，．あ．とはここにもつてきた実物をごらんいただくことにして，．おはなしをおわりた．いとおもい

ます。

1）　Hans　Joachim　Koppitz，　Zur　B童bliographie　der　deutschen　Buchproduktion　des　18．　Jahrhunderts，　Zε∫醜乃雌

　　　1涜rβ’う”o’酌θκ∫wθ∫εη解ηdβゴわ」’（即遼ρ屠θ，D（（1962），、S．18－30．　Derselbe，　Bibliographien　als　geistes・und

　　　kulturgeschichtliche　Quellen　im　deutschen　Sprachgebiet，8δ78θηう1廓’薄7　dθη（た雄5c乃θ〃βμo乃加η（記1，

　　　Frankfurter　Ausgabe，19（1963），　S　818－28．ただし，いずれもつぎのファビアン論文の注9による。

2）　Bemhard　Fab並m，　English　books　and　the仕eighteenth－century　German　readers，　in　Paul　J．　Korshin（ed．），

　　　跣θwfdθη∫ηg　c∫κ’θ，β3躍ア30π〃歪θ¢1℃μ勉が。η（ザ1∫’θ㎎飯rθ加θ勧’θθη功・oεπ飽リノEπアoρ8，　University　of

　　　Pennsylvania　Press　1976．　Derselbe，　Heinsius，　Kayser　und　die　Bibliographie　des　achtzehnten　Ja恥rhunderts，

　　　Zθ”∫o加哲揮L8fわμo’舵κ∫wθ8επμηd、8ゴb1めg雌帥’θ，　XXVH（1980），　S．298－302。かんたんな説明として，

　　　水田洋「ハインジウスとカイザー」書誌索引展望6巻4号（1982年11月），p24．

3）　Mary　Bell　Price　and　Lawτence　Marsden　Price，7物θρ麗わ”c認。ηoアβηg1’3々’”θ耀餌7θ加σθη初穫γ’η漉ε

　　　θえg加θθπ’乃ごεη飽り，．Berkeiey（University　of　Califbrnia　Press）1934．　Do．，1物θρ翻わ1∫cα’わη（ゾ8㎎’‘∫乃伽・

　　　配ση’o㎎∫η（；θ7〃3研ア勿功θε勅’θθη功。θ〃’卿ツ，Berkeley（University　of　Califbrnia　Press）1955．　いず

　　　れも，シーハイにもトートクにもなく，ハワード・ヒルにある（752，753）。前者のドイツ訳は，書誌を，

　　　1960年まで増補したそうだが，これも絶版である。1）∫θ．4μ幽σ勧θεηg傭。舵7野戦飽ア加D例∫5c〃αη4，

　　　1500－196αBeln　und　M近nchen（Francke）1961。

4）　Magdaiene　Humpert，β∫∂’‘qg澱助’θ（抄καη2εμw’∬θη3c加ノ｝εη，　K61n（Schroeder）1937．　RepL　Hildesheim

　　　（Gerstenberg）1972．収録点数は14040であるが，かなりこまかい分類をしているために，重複がおおい。

5）　【Moses　Hess】，1万θα4π）ρ薦。舵7ン珈。ゐfθ，　Leipzig　1840－Vorh．：Com．　Bibl．　Hamburg。　Humpert　8100．

　　　このフンパートの記載は，シルバーナーの『モーゼス・ヘスの著作』とくいちがっていて，後者は刊年を

　　　1841とし，所蔵機関として，アムステルダム社会史国際研究所，ツユーリヒ中央図書館，コロンビア大学

　　　図書館をあげている。．．．

6）　Christian　Garve，4わ加η伽ηg寵わ♂｛1’θレセrわゴη伽㎎4θ7”∂耀1”～ゴ’deア1b1躍κ，　odθ7θ’η’9θβε”αc乃飢η9εη

　　　虜わθr4’θ∫物9θ，∫ηw吻セrηε∫〃2φ91励3（ワ，dゴε1吻πz’dθ∫Pア∫瞭’εわεη3わθ’dθ7Rβ9’θπ4ηgdσ3磁’θηz㍑

　　　わεoう躍oh’θη．　Breslau　1788．

7）　Robert　Mohl，1万θGθ3c履。屠θ娩d　L畑田魏r　dθr　5’磁’w’∬θη∫c乃ψεη功〃∂ηog雌助’θηDα死gθ∫∫θπ筑3Bde．

　　　Erl註ngen　1858，　unver浅nderter　Abruck，　Graz（Akademische　Druck－u．Verlagsanstalt）1960，　Bd．3，　S．355．

8）　［Holbach，　Freiherr　von1，5レ8’θ〃塞dθ7わ鋤gθ”∫6々θησε∬θ”∫c乃ψ，α」θ7拠顔”‘c乃θσ削η（1認酵zθ（1εア3ゴ∫’θ”θ加θ

　　　〃π（！3’磁∫誼πη3あ　2Theile，　Breslau　1788．

9）　【Holbach，　baron　d’】，5レ8’6〃3θ300彪属0μρガηcψθ3．〃α鵡アθ’∫dθ勘〃20雌1θε’4ε毎ρo’ゴ∫幻翻a．4yθoμηθκσ〃2．θη

　　　げθ1’fη卿θηcθ伽go妙θrκθ刑θη’3麗r’θ8配。θπア＆3tqmes，　Londres　1773．

10）」e…mV・・cruysse，β’わ’ゴ卿ρん∫・d・・吻”・θ4ε∫6・庸伽βα・・祠肋1わ・・瓶P・・i・（Mi…d）1971，　it・m

　　　1788E2．

11）　Gero　von　Wilpert　und　Adolf　G画hring（hrsg．），」7r∫’σ解∫8めθ躍48撹80乃θr　1）娩顔η＆E，ηθわめ1わ勘α帥，θz麗r

　　　dθ潔’3cぬθπム∫’θ薦’μア1600－196α　Stuttgart（Kr6ner）1967．

12）　Hugo　Borst，β寵6んθ7，　d’θd’εgア。∬επη（」（ノ‘εκ1εゴηεWθ々わθweg∫θη．　レ宅73μo乃ε，〃θアκ〃，π汽gε∫o雇。加ε加

　　　石ン3，αμ即うεり。η　1749－1889ηocぬE7∫o加ゴπππg功加εη8’θor珈θ’ゴηR励ηzθηη3θ‘ηθ75々η3η21配㎎P即乃δη’
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    geistiger und wissenschoplieher deutscher und fremdspraehiger Litemtun Stuttgart (J. Fink) 1969.

13) E. K. Grotegut u. G. F. Leneaux, Das Zeitalter der Aufltldnttrg; (Handbuch der deutschen Literaturgeschi-

    chte, zweiter Abteilung,'Bibliographien herqugegeben von Paul Stapf, Band 6), Bern u. .MUnchen (Francke)

14) Gottfried Gifnther, Albina A. Volgina, Siegfried Seifert, lferdeFBibii(rg?raphie. BerlinundWeimar (Aufbau)

    ,1978. VUI ls , 7V 7X IC ls VJr 6Afu tSi"-eCt)O'(-Csk , Henri Tronchon, La fortune. intellectueUe de Herder

    en Ii}zxnce. Bibli(rgraphie critique Paris 1920. R6impr. Geneve (Slatkine Reptints) 1971.

15) G. Averley, A. Flowers, F. J. G. Pobinson,-E. A. Thompson, R. V. and P.,J. Wallis (eds.):Eigkteenth-

    centui:y British books A subject catnlogue extvaeted from the BritiSh imseum Genanl Clttalogue of

    thinted Books 4vols. London (Dawson)- 1979.･ ･ -
16) F･ J. G. Robinson, G. Averley, D. R. Esslemont and P. J. Wallis (eds.), Eighteenth-centu.ry BritiSh books

    .tln author union catalogue extrzrcted flom the BritiSh lldeiseum Genenxl C2xtalogue ofPrinted Books and

    the catalogues of the Bodleian Library and of the Uhiversity Librar J7, thmbritZga 5 vols. London (Dawson)

                                                    '
17) HZls[{#onk$cD Economic Series, Nos. 27, 30, 31, 32, 33<l L'C1961-64 eC551rM}vE`tiGtu8iit,, CaUbcl)

    a 2 marbsMza¥se¥k}c&DTv fv y F sa, g 6'iagso eeptMkto>6 s fima-(f v fv y s safo.

18) Ronald E. Crook, 2tl biblicrgraphy of Jbseph P7iestlay IZ33-1804L London (The Library Association)

    1966. - , ･･- ･                                                                              '19) A. T. Bartholomew, Richant Bentlay, D. D., a bibli(rgraphy ofhis ･works and ofaU the literature･eanedforth

         '    by his acts or his writings Cambridge 1908. ･ ' '･ . ･. ･,･' - ' ,
    T. E. Jessop, A bibliognxphy of George Berkelay,. with inventoi:y ofBerkelay ls manusempt remains by A. A.

                        '    Luce. second edition (revised and enlarged), The Hague (Nljhoff) 1973. .' ' ･ ･

    G. Keynes, A bibliogtuphy ofGeorge Berkelaj,, biShop of aqll{4e 1]ris works and his crities in the eighteenth

    Gf/nftr:{i.OdxdlPAdb(,Fblai,rrge".,dpOhnyP.rfeSin) jii2i7.6i B.,k,, L6.d.. ig64.' ' ' ' ' '

    M. L. Pearl, William Cbbbett. A bibliographical account of his lifle and times London (O.U.P.) 1953. Re-

    printed Westport (Greenwood) 1971. .･ .,
                                /. .                                                                       '                                                              '    John Robert Moore, A checklist of the writings of Daniel Dojba Indiana U. P. 1960, second edition,

    Hamden (Arch.on Books) 1971. .. ,. . ,
    J. E. Norton, itl bthli(rgraphy of the works of Edward Gibbon. O.U.P. 1940. .
                                                                  ttt    L. Baumgartner, Jbhn IYbward, 1Z26-1 790, hospitalandprison roprmenya bibtiqgmphy. Baltimore 1939.

    T. E. Jessop, A bibliagTaphy of Davld IVitme and of SbottiSh philosophy from jFkqncis 1!httcheson to Lotzi

    Baboun 1938. Reissued New York (Russell & Russell) 1966. .. . .

    W. P. Ceurtney, A bibtio. graphy of Sdmuel Jbhnson; revised and seen through the press by David Nieol

    Smith. O.U.P. 1915.
                                     '                                              '                        tt tt tt t t                                                 .t    R. Gimbel, Zliomas Pkeinq: a bibliqgrophie, al ch eek list of Cbmmon Skinse with an aecount ofit,s publication

    New Haven 1956.

    R. H. GrifTith,Alexqeder fope,abibliography 2vols. Austin 19?, 2-7. ., .

    Herman Teerink, A bthliQgiziphy of the writings of Jbnathan SwijL Second editiop. , revised and corrected

    by Dr. H. Teerink, edited by Arthur H. Scouten, Philadelphia (University of Pennsylv4I}ia Press) 1963.

    A. T. Hazen, A bthliognaphy of Hbrace ;Vdipola New Haven (Yale U.P.) 1948..Reprinted Folkestone and

                                     '    London (Dawson) 1973. ,
20) Jeroom Vercruysse, BthliQgnaphie descriptive des eerit,s du Baron dtHblbach. Paris (Minard) 1971.

21) Henry Higgs, BibliqgTaphy of economics, IZ51-17Z5. Cambridge University Press. ,

22) Meditations on Seneca's Epistles written purely on theprinciples of Stoicism . . . [MS] .

    Memoires sttr la Grande-Brettrgne et l:llrlanda Tr. par 1'abb6 Blavet, 2 vols., Paris 1776.
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    Cf. Keitaro Amano,Bibliognxphy oftheelassieal economics Part I, Tokyo 1'961,p. 16.

23) Higgs. qp. eit, item 410.

24) 7he Vixnderblae memorial collection of Smithiana. Boston, Mass. (Harvard U.P.) 1939, p. 46.

25) J.A. La Nauze, A manuscript attributed to Adam Smith, EZronomic fournal, 1945. (cDEIItsCa,

    1923 lllic, 1'-x F V7cD T7- 5i ts V 'J'I[}#.;wmXeeic.k Dv(wa.JK. }ls ih.'(vift.

26) Edinburgh University Library, Clatalogue ofthe printed books in the libnii:y ofthe Uitiversity of Edinbu,:gh.

    3 vols., Edinburgh (T. & A. Constable) ･1918-23.

    Glasgow University Library, Cbtalogus impressorttm libroium in bibliotheca universitatis glasguensis.

    Labore et studio･ Archibaldi Arthur, Glasgow (A. Foulis) 1971.

    St. Andrews University Library, Clatalogus librorum in bibliotheca universitatis andreanae. St. Andrews

                                                  '    (R. Tuttis) 1826. . ･'    Advocates' Library, Bibliothecae facultatis iuridicae catalogus secundum auctontm e(rgnomina dispositus

    2 vols., Edinburgh 1742-76. Pt. 3, 1807. [pt. 3ea ikAl]1]

    Do.: Cketalogue of the printed books in theLibrai:y ofthe fuculty ofAdvocatex 6 vols., Edinburgh 1867-

    78. [1(A4]

    Signet Library, Chtalogue of the printed books in the Librar:y of the Society of Writers to H:M: Signet in

    SZrotlandL 3 vols., Edinburgh 1871-91.

    Philosophical Institution of Edinburgh, Cketalogue of the Lthtzrry of the Ph.ilosophical institution of Edin-

    burgh. Edinburgh 1857. Supplement, 1861.

27) F. W. Bateson (ed.), TZ!e Ckembricige bibliqgraplry of English literzitura 4 vols., Cambridge U.P., 1940.

    G. Watson (ed.), 71he new C}xmbrkige bibliog7ziphy of EVigiish literature. 5 vols., Cambridge U.R,1971-

    1977. 18l±tkeC&ffIHe6}C Vbl.2.

28) 'University of London Library, ([latalogue of the Goldsmiths' Librat:y ofE:conomic Literatttre. compiled by

    Margaret Canney and David Knott, Vol. I, printed books to 1800, Cambridge U.P., 1970. Vol. ll, printed

    books 1801-1850, C.U.P., 1975.

    The Kress Library of Business and Economics, Ckxtalogue covering materialpublished through 1776 with

    data upon cqgnate items in other fidrvard libraries Boston (Baker Library, Harvard Graduate School of

    Business Administration) 1940.

    Do., Chtalogue supplement covering material published through 1776 with dutrx upon cognate items in

    other H2xrvard libnvies Boston 1956.

    Do., Chtalogue 1777-181 Z... Boston 1957.

    Do., Cketalogue 1818-1848, ... Boston 1964.

    Do., Clatalogzte suppleme'nt (14Z3-1848), . . . Boston 1967.

    GoldsmithstKress Lthnai:y of Elconomic literature: A consolldated gulde to segment 1 of the micro17Tm

    collection, 3 vols., Woodbridge, Conn. (Research Publication Inc.) 1976-78.

29) Baron Jarnes de Rothschild, C}xtalogue deS livnes composurnt la bthliOtheque de feu M: le Baron lames de

    Rothsehild 5. vols,, Paris 1884-1920.

30) 7;heRothsthild Lthrat:y. A catalogue ofthecoiZection ofeighteenth century printedbooksandmanuscripts

    formed by Lord Rothschild 2 vols., privately printed at the University Press, Cambridge 1954.

31) Alexandre Cioranescu, BthliQgraphie de la littimture .t>zxnFaise du seizieime sieNcla Paris 1959, Geneve

    (Slatkine Reprints) 1975.

    Do., Bthliegtuphie de la littenature fhangaise du dix-septie"me sie'cle. 3 vols., Paris (CNRS) 1969.

    Do., Bthliognxphie de la litterature finncaise du dbc･huitie'me sie'cle. 3 vols., Paris (CNRS) 1969.

32) Pierre M. Conlon, belude au siec' le des lamie`re en Eranee. Repertoire chronologique de 1680 d 17I5.

    6 vols., Genbve (Droz) 1970-76.
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33) Georges Bengesco, Vbltaire, biblicrgraphie de ses oeuvres 4 vols., Paris 1882-90.

34) Eug. Ritter, Quelques notes sur la bibliographie de Voltaire par M.Bengesco,Zeitsehr(fr jiir fhanzdisische

    SPraehe und Litenatuag XIV (1892).

    J. Malcolm, 72xble de la bthliog?uphie de Vbltaire par Ml Bengeseo. Geneve, 1953.

    T. Besterman, Quelques 6ditions anciennes de Voltaire, inconnues a Bengesco, Genava, ll, 1954.

    Do., Some XVM century Voltaire editions unknown to Bengesco, Studies on Vbltaire and the eighteenth

    cen tu ,:y stu dies, VM, 195 9. Ii rd- i * x O 65006 ci , re ge.Ztsgt 6 ec su ffe. '

35) Bibliotheque Nationale, Chtalogue gt}neral des livres imprimes de la Bibliothbque?Vdtionale, Auteurs tome

    CCLUV] Vbltaire. 2 vols., Paris (L'Imprimerie Nationale) 1978.

36) Jean S6nelier, Bthliognaphie generale des oeuvres de X -X Roqsseau. Paris (PUF) 1950.

    Anatole Feugbre, Bthliqgnxphie critique de l14bbe RaynaL Angouleme 1922, Geneve (Slatkine Reprints)

    1970.

37) Pierre M. Conlon, Ouvnzges fhanFais relatas d Jean-Jtzcques Rousseau 1 Z51-1 799. Bthliqgraphie chrono-

    logique. Geneve (Droz) 1981. '
38) Andr6 Martin & G6rard Walter, C2italogue de lhistoire de la Revolution Kraneaise. 6 vols. in 7, Paris (Biblio-

    theque Nationale) 1936-69.

    Andrb Monglond, La I>rance revointionuaire et impirlale, annales de bthliogizxphie methodique et deserip-

    tion des livres ilinstres Vols. 1-9 (1789-1812), Paris (Impimerie Nationale) 1930-63.

39) P. Custodi (cura), Sbrtrtori classici itallani di economia politica. 50 vols., Milano 1803-16. Restampa,

    Roma 1956-69.

40) Scrittori d7talia, collana diretta da Benedetto aoca 268 vols., Bari 1910-1980.

41) Fondazione Luigi Einaudi-Torino, ClatatQgo della bthlioteca di Luigt' Einaudi, opere economiche epolitiche

    dei secoli XVIr-XIX) a cura di Doni I7>tancesehi SPinazzola. 2 vols., Torino 1981.

42) La lettenrtum italiana, storla e testi, Volume 46,Tomo I-Vll, ninministi italiani, Milano e Napoli (Riccardo

    Ricciardi) 1958-65.

43) Franco Venturi, Settecento rijbrmatore 3 vols., Torino (J. Einaudi) 1969-79.

44) Philip Babcock Gove, 71he imaginai:y vayage in prose fibtion, a history of its critieism and a gulde for its

    study, with an annotated eheck list of 215 imtrginat:y vay`rges f>z)m 1 700 to 1800. London (The Holland

    Press) 1961 (lst published 1941).

45) Irmgard Hartig et Albert Soboul, POur une historie de lhrtopie en thance, au XVZUre sie'cla Sbeivi de frmgard

    flbrtig, Essui de bthliogtzxphie. Paris (Soci6t6 desEtudes Robespierristes) 1977.

46) Thomas R. Adams,Ameriean independence. llhegrowth ofan idca. Abibli(rgnaphicalstucly oftheAmeri-

    can political pamphlets printed between 1 764 and 1776 dealing u,ith the dispute between Great Britain

    and her eolonies Austin and New Haven (Jenkins and Reese) 1980.

    Do., 71he American controversy. A bthli(rgraphieal stucly of the BritiSh pamphlets about the American

    disputes 1764-1783. 2 vols., Providence and New York (Brown U.P. & the Bibliographical Society of

    America) 1980. .    Lawrence Henry Gipson, A bibli(rgraphical guide to the'history of theBritish empire 1748-1776. New

    York (Alfred A. Knopb 1968.
47) Bernard FaY, Bibliognaphie critique des ouvrages f>uncais relatijlg aux ktatyUinis r1770-180aj. paris

     '    (Edouard Champion) 1925.

48) Horst Dippel, Germany and the American Revolution 1770-1800, a sociological investigation of late

    eighteenth-eentury politieal thinking, translated by Bemhard A. Uhlendoitl7 Wiesbaden (Franz Steiner)

    Do.,American Germanica 1770-1800, Bibliog7zxphie deutscher .4merika-literatun Stuttgart 1976.

49) Gary Kelly, 71he English Jdcobin novel, 1780-1805. London (O.U.P.) 1976.
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50）

51）

52）

Allene　Gregory，　Z吻θ酔θηc乃Rεyo1痂。π侃4魏θEηg1納ηoりθ瓦1910．　Reissued，　Port　Washington（Kennikat

Press）　1965．

Jacques　Droz，ゐ二4〃θη24gηεθ”α1～6yo伽が。πノンρηρσ’∫θ．　Palis（PUF）1949，

paul　Hazard，　Lα、R6レ。勉∫∫oπ加ηρ嬬θθ”θ31θ’〃ε8磁”eηπe∫1789－1815　Paris　1910．　R6impression，　Genさve

（Slatkine　Reprints）1977．

Antony　Brett－James，2％θ’rゴρ’θ3かω襯．　E9κr　oθ撹ππ’ε80ア亙η8海8乃，　Erθηc乃αηd（｝θ7脚αη’ゴ’θηπ麗アθ1531－

1930．Cambridge①owes＆Bowes）1953．
Paul．Van　Tieghem，　R6ρθπoかθc加。η010g’q〃εdε3漉’67σ旗78∫脚odθアπθ3，　publi6　par　la　commission　inter－

nationale　d’histoire　litt6raire　moderne　sous　la　direction　de　Paul　Van　Tieghem．　Paris　1935．

（名古屋大学経済学部教授）
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